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額
知
判
物

･朱
印
状

の
古
文
書
学

的
研
究

-

寛文印
知の
政治史
的
意
義
H
-

大

野

瑞

男

は
じ
め
に

二

寛
文
印
知
の
実
施

こ
'
徳
川
歴
代
の
領
知
安
堵

･

三
'
判
物
･
朱
印
状
の
事
式
の
検
討

結
び
に
か
え
で
-

寛
文
印
知
の
歴
史
的
意
義

〔史
料
紹
介
〕

月
享
御
判
物
御
朱
印
改
記

は

じ

め

に

周
知
の
よ
う
に
､
寛
文
四
年

(
〓
ハ
六
四
)
将
軍
家
綱
の
領
知
判
物

･
朱
印
状
お
よ
び
日
録
が
諸
大
名
に
対
し
て
1
斉
に
発
給
さ
れ
､
翌

五
年
に
は
公
家

･
寺
社
に
対
し
て
も
判
物

･
朱
印
状
が
旗
布
さ
れ
た
｡
家
康

･
秀
忠

･
家
光
の
三
代
に
わ
た
っ
て
､
ま
ち
ま
ち
に
発
給
さ

れ
て
い
た
も
の
が
､
こ
こ
に
統

一
的
に
同
時
に
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
り
､
｢寛
文
印
知
｣
と
い
わ
れ
る
｡

｢寛
文
印
知
｣
.Q
意
義
に
つ
き
､
北
島
正
元
氏
は
家
康
死
後
幕
政
の
1
元
化
の
完
了
と
と
も
に
し
だ
い
に
整
供
さ
れ
た
将
軍
朱
印
状
制

儲
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
宙
学
的
研
究

(大
野
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

二

(領
地
朱
印
状
が
将
軍
か
ら
発
せ
ら
れ
る
と
い
う
原
則
)
の
完
成
と
み

｢
将
軍
朱
印
状
の
形
式
及
び
発
行
の
手
続
き
が
整
備
し
､.
以
後
の
模
範
と
さ

れ
｣
､
1
大
名
領
知
権
が
将
軍
の
全
国
支
配
権
に
完
全
に
包
含
さ
れ
た
と
い
う
前
提
の
上
で
､
大
名
の
領
地
に
対
す
る
領
有
権
の
行
使
が
ゆ

(1
)

る
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
｡｣
と
さ
れ
る
｡
藤
野
保
氏
は
外
様
大
名
の
配
置
が
前
代
末
ま
で
に
完
了
し
､
大
名
の
定
着

･
領
国
の

固
定
に
伴
い
'
大
名
の
領
域

･
石
高
の
.l
定
'
郡
村
の
区
画

･
領
地
の
堺
目
の
確
定
に
取
応
す
る
政
策
で
あ
り
､
｢
領
国
単
位

･
支
配
単
位

の
全
聖

地
所
属

竃

讐

な
っ
た
の
で
あ
り
｣
,
｢
徳
川
暮
雲

国
体
制
確
立
を
苧

る
責

な
意
義
を
有
す
る
｣
と
さ
駄

).

.b
ら

に
藤
井
譲
治
氏
は

｢
す
べ
て
の
大
名

へ
の
同
時
の
領
知
宛
行
状
の
交
付
は
､
将
軍
権
力
に
と

っ
て
､
将
軍
-
大
名
の
関
係
を
個
別
的
な
も

(3
)

の
か
ら
よ
り
体
制
的
な
も
の
と
し
､
上
位
の
権
力
と
し
て
の
将
軍
権
力
の
強
化

･
確
立
を
も
た
ら
し
た
｡｣
と
さ
れ
る
｡
視
角
や
評
価
の
方

法
に
差
違
が
あ
る
も
の
の
'
幕
帝
政
治
史
の
中
に
お
い
て
寛
文
印
知
に
重
要
な
意
義
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

本
稿
は
､
寛
文
四

･
五
年

(
〓
ハ
六
四
･
五
)
の
徳
川
家
綱
の
大
名

･
公
家

･
寺
社
宛
領
知
判
物

･
朱
印
状

･
日
録
を
網
羅
し
た
写
本

『
寛

文
朱
印
留
』
(上
･
下
二
冊
'
国
立
史
料
館
喝

史
料
館
貴
書
1
･2
'
東
京
大
学
出
版
会
､
)
九
八
〇
年
)
の
校
訂

･
解
題
作
業
に
当
た
っ
た
筆
者
が
'

そ
の
作
業
の
中
か
ら
得
た
知
見
を
も
と
に
､
い
-
つ
か
の
問
題
に
分
け
て
論
述
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
｡
総
体
的
な
課
題
は
寛
文
印
知

の
政
治
史
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
へ
個
別
の
課
題
と
し
て
は
'
慣
知
判
物

･
朱
印
状

･
目
録
の
古
文
書
学
的
検
討

(本

棉
)､
寛
文
印
知
に
お
け
る
地
名
な
か
ん
ず
く
郡
名
と
郡
域
の
検
討

(別
稿
'
平
凡
社

r月
刊
百
科
l
二
二
七
号
所
載

｢江
戸
時
代
の
部
名
｣)､
寛
文

印
知
を
中
心
と
す
る
国
郡
別
石
高
の
数
量
的
検
討
､
寺
社
髄
支
配
の
成
立
過
程

(以
上
未
定
稿
)
な
ど
を
考
え
て
い
る
｡

(4
)

右
の
如
く
'
本
稿
は
寛
文
四

･
五
年
の
領
知
判
物

･
朱
印
状
の
書
式
を
中
核
に
､
そ
の
喜
札
礼
の
成
立
過
程
を
主
題
に
し
て
寛
文
印
知

の
政
治
史
的
意
義
の
一
面
を
探
る
も
の

で
あ

る
が
､
判

物
･
朱
印

状
等
の

書
札
礼
が
完
成
さ
れ
た

と思
われ
る
綱
書
時
代
の
そ
れ
と
し
て
､

｢
兵
事
御
判
物
御
朱
印
改
記
｣
(国
立
公
文
古
館

内
閣
文
庫
所蔵)
を

参
考
例

とし
て末尾
に紹
介
し

ておく
｡

な
お
将
軍
代
替
わ
り
ご
と
に
慣
知
判
物

･
朱
印
状
を
改
め
､
新
た
に
判
物

･
朱
印
状

･
目

録
を

発
給
す
る
｡

こ
れ
を
継
目
安
堵
と
い
う



が
(
こ
れ
の
大
名
側
の
手
続
き
の
例
と
し
.て
は
､
天
明
六
年

二
七
八
六
)
の
家
斉
の
御
朱
印
政
の
実
際
に
つ
い
て
'
陸
奥
棚
倉
藩
小
笠
原
(6
)

佐
等

の
記
録
を
紹
介
し
た
石
井
長
助
氏
の
論
考
を
参
警

れ
缶

㌻

た
､
三
去

次

･
辻
蓉
之
助

･
義

盛

『
社
寺
霞

質
の
研
究
』

は
王
朝
時
代
よ
り
の
社
寺
領
を
対
象
と
し
､
後
揃
江
戸
時
代
に
於
け
る
社
寺
領
は
朱
印
状
の
形
式
及
び
文
言
お
よ
び
権
利
関
係
に
つ
き
述

べ
た
も
の
で
､
社
寺
領
の
性
質
確
定
を
主
題
と
し
て
お
っ
'
本
稿
に
先
行
す
る
古
文
書
学
研
究
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
｡

了_す T 注

北
島
正
元

r江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
J
三
二
二
-
三
買

.

藤
野
保

r新
訂
幕
藩
体
制
史
の
研
究
し
四
四
三
頁

藤
井
譲
治

r家
綱
政
権
論
｣
(松
本
四
郎

･
山
田
忠
雄
拓

r元

禄
･
享
保
期
の
政
治
と
社
会
｣
弟
二
幸
五
二
頁
-
講
座
日
本
近
世

史
4
)

了
)

｢武
家
厳
制
録
｣
巻
四
九

(石
井
良
助
編

r近
世
法
制
史
料
叢

書
｣
3
二
四
四
1
二
五
六
室

に
は
'
禁
其
･
門
跡
･
公
家
･
武

家
･
寺
社
･
神
官
に
宛
て
た
御
内
事
･
奉
苔
の
事
式
が
'
宛
所
の

格
式
･
官
位
別
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
領
知
判
物

･
朱
印
状
の
書
式

お
よ
び
書
札
礼
と
関
連
が
深
い
が
'
本
稿
に
お
い
て
は
当
面
考
察

の
対
象
か
ら
省
い
た
｡

(5
)

石
井
良
助

r大
名
の
御
代
替
朱
印
改
町
つ
い
て
-
梯
食
洋
の
場

合
l

(牧
健
二
博
士
米
寿
記
念

r日
本
法
制
史
論
集
｣
三
七
九

-

四
二
四
頁

へ6
)

r東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
紀
要
｣
第
一

一
'
寛
文
印
知
の
実
施

ノ

寛
文
四
年

(
〓
ハ
六
四
)
三
月
五
日
､
奏
者
番
小
笠
原
長
矩

≡
河
国
青
田
四
万
石
丁

小
姓
永
井
尚
庸

(河
内
国
の
内
二
万
石
)
に
大
名
領
知
朱

(1
)

印
の
奉
行
を
命
じ
､
十
五
日
次
の
よ
う
な

｢
御
朱
印
被
下
候

二
付
御
触
書
｣
が
発
せ
ら
れ
た
｡

党

】
壱
万
石
以
上
之
面
々
江
'
今
度
領
知
之
御
朱
印
可
被
下
旨
､
依
之
小
笠
原
山
城
守
､
永
井
伊
賀
守
挙
行
被
仰
付
候
啓

一
御
代
々
御
朱
印
所
持
之
面
々
ハ
'
御
朱
印

こ
写
を
差
添
､
右
両
人
御
朱
印
拝
見
之
上
'
写
を
可
被
相
波
､
勿
論
国
郡
郷
村
之
高
辻

餌
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
番
学
的
研
究

(大
野
)

三



史
料
館
研
究
紀
要

第

l
三
号

四

.注
帳
面
可
被
差
上
之
､
又
御
朱
印
無
之
衆

ハ
､
国
郡
郷
村
領
知
之
高
委
細
書
注
之
'
両
人
江
可
被
渡
之
事

一
御
朱
印
之
外
､
御
加
増
拝
倍
､
或
御
朱
印
有
之
両
所
春
候
面
々
､
威
御
朱
印
高
之
内
領
地
わ
か
り
候
面
々
､
其
旨
趣
書
注
之
'
両

人
迄
可
被
差
上
之
事

､
右
之
外
可
被
相
伺
俵

ハ
､
同
車
布
江
可
被
貴
著
也

､

三
月
十
五
日

-
...

.,

か
-
し
て
へ
大
名
宛
の
領
知
判
物

･
朱
印
状
お
よ
び
日
銀
は
､
そ
の

ほ

と
ん

ど
が
寛
文
四
年
四
月
五
日
付
を
も
っ
て
発
給
さ
れ
た
｡
そ

し
て
四
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
二
十
六
日
ま
で
､
江
戸
城
中
に
お
い
て
直
接
に
あ
る
い
は
名
代
に
手
交
さ
れ
た
｡
四
月
二
十
八
日
松
平
光

長
ら

二
二
人
'
二
十
九
日
松
平

(池
田
)
光
仲
ら

二

.<
'
五
月
十
六
日
松
前
高
広
､
二
十
二
日
松
平

(前
田
)
綱
紀
ら
<
五
人
､
閏
五
月
二

十
六
日
本
多
利
良
ら
四
人
､⊥
ハ
月
三
日
保
科
正
之
ら
九
四
人
､′
九
日
朱
印
状
発
給
の
奉
行
小
笠
原
長
矩
'
永
井
尚
庸
'
二
十

一
日
酒
井
忠

(2
)

義
ら
二
人
､
七
月
十

)
日
松
平
直
政
ら
四
人
､
八
月
二
十
六
日
水
谷
防
宗

･
本
多
忠
晴
の
二
人
､
合
計
二
l
九
人
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
領
知
判
物

･
朱
印
状
手
交
ま
で
の
期
間
に
変
動
の
あ
っ
た
大
名

一
〇
人
に
つ
い
て
み
る
と
､
判
物

･
朱
印
状
交
付
以
前
変

動
の
七
人
は
変
動
後
の
も
の
が
発
給
さ
れ
､
す
で
筈

交
済
み
の
三
人
は
そ
の
ま
ま
と
な
っ
た
｡
変
動
後
発
給
の
七
人
は
､
久
世
広
ho
).

(4
)

(5
)

(6
)

(エ

(8
)

す
)

(10
)

(ll
)

戸
臥
忠
昌

二
二
宅
康
勝

･
松
浦
鋲
信

･
相
良
析
喬

･
本
多
忠
暗

･
水
谷
勝
宗
で
あ
り
､
手
交
済
み
の
三
人
は
上
杉
網
勝

･
立
花
忠

茂

･
土

(12
)

昆
数
直
で
あ
る
｡

1大
名
宛
の
慣
知
判
物
は
五

丁
通
､
朱
印
状
は
〓
ハ
八
通
､
合
計
二
一
九
通
で
あ
る
が
､
､.領
知
目
録
は
先
の
上
杉
氏
宛
の
も
の
が
発
給
さ

れ
ず
､
松
前
高
応
に
は
朱
印
状
の
み
で
あ
る
の
で
二
一
七
通
と
な
る
｡
発
給
さ
れ
た
大
名
数
は
内
分
分
家
七
人
を
加
え
る
と
二
二
六
人
で

あ
る

(他
に
内
分
分
家
旗
本
五
家
が
あ
る
)｡
領
知
判
物

･
朱
印
状
発
給
の
な
か
っ
た
大
名
は
､
甲
府
徳
川
綱
重
三
十
五
万
石
)
･
館
林
徳
川
綱
曹
･

三
十
五
万
石
)
･
尾
張
徳
川
光
義

(光
友
'
六
十
一
万
九
千
五
百
石
)
･
紀
伊
徳
川
頼
宣

(五
十
五
万
五
千
石
丁

水
戸
徳
川
光
団

(二
十
八
万
石
)
の
徳



川
五
家
と
､

伊
予
宇
和
島
伊
達
宗
利

･
同
書
田
伊
達
宗
純
で
あ
る
｡

い
わ
ゆ
る
徳
川
三
家
に
対
し
て
ほ
､
近
世
を
通
じ
て
慶
長
十
三
年

(13
)

(
〓
ハ
〇
八
)
八
月
尾
張
徳
川
義
利

へ義
直
)
に
与
え
た
尾
張

一
国
知
行
宛
行
の
秀
忠
判
物

以

外
の
領
知
判
物
交
付
は
な
か
っ
た
｡

従

っ
て
交

付
に
洩
れ
た
大
名
は
伊
予
の
伊
達
両
家
で
あ
る
｡
宇
和
島
の
伊
達
秀
宗
は
明
暦
三
午

(
〓
ハ
五
七
)
七
月
二
十

一
日
の
致
仕
に
際
し
､
十
万

石
の
う
ち
宗
利
に
七
万
石
､
宗
純
に
青
田
三
万
石
を
分
知
し
た
｡

そ
し
て
家
綱
判
物
下
付
に
先
立
ち
､
宗
利
は
十
万
石

1
枕
に
す
る
よ
う

(14
)

願
い
.'
宗
純
も
別
紙
で
朱
印
状
下
付
を
飼
い
出
た
た
め
に
'
結
局
両
方
と
も
下
付
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終

っ
た
.
な
お
こ
の
ほ
か
肥
前
小
城
･

蓮
池

･
鹿
島
の
鍋
島
支
藩
は
佐
賀
鍋
島
光
茂
債
石
高
の
う
ち
､
長
門
長
府

･
周
防
徳
山

･
長
門
清
末

･
周
防
岩
国

寺
川
)
の
毛
利
支
藩
は

長
門
萩
毛
利
綱
広
領
石
高
の
う
ち
､
肥
後
宇
土
の
細
川
支
藩
は
熊
本
細
川
綱
利
領
石
高
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
発
給
さ
れ
'
常
陸
額
田

･.煤

内
の
水
戸
徳
川
光
国
領
新
田
藩
､
美
作
宮
川
の
搾
山
森
長
継
領
新
田
藩
に
も
当
然
朱
印
状
の
発
給
は
な
か
っ
た
｡

(15
)

寛
文
五
年
三
月

1
日
'
寺
社
宛
の
領
知
朱
印
状
発
給
に
つ
い
で
次
の
よ
う
な
触
書
が

出
さ
れ
､
寺
社

･
公
家
に
対
し
て
も

1
斉
に
継
目

安
堵
が
な
さ
れ
た
｡

党

1
御
当
家
御
三
代
之

御
朱
印
所
持
之
寺
社
之
輩
勿
論
'
御
両
代
之
御
朱
印
頂
戴
之
分
迄
'
不
依
寺
社
領
之
高
下
tt''
継
目

御
朱

印
可
被
下
之
事

1
御

1
代
之

御
朱
印
頂
戴
之
寺
社
領
は
､
先
五
捨
石
以
上
之
分

.御
朱
印
可
被
下
事

.

一
寺
領
無
之
､
境
内
許
之

御
朱
印
雄
在
之
'
於

一
宗
之
本
寺

ハ
､
継
目

御
朱
印
可
被
下
之
事

右
之
通
､
被

仰
出
候
間
､
面
々
債
分
有
之
寺
社
之
輩
､
今
年
六
月
中
江
戸
え
､
先
御
代
之

′
御
朱
印
持
参
侯
梯

二
可
被
相
触
之
供
､

紙
面
之
外
は
､
重
て
可
為
御
沙
汰
之
間
､
不
及
参
府
之
旨
堅
可
被
申
渡
之
老
也

三
月

(｢御
当
家
条
例
｣
は
寛
文
五
年
巳
年
三
月
朔
且

偵
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
苔
学
的
研
究

(大
野
)

五



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

六

す
な
わ
ち
､
徳
川
家
二
､
三
代
の
朱
印
状
所
持
寺
社
は
全
部
､

一
代
の
み
は
五
〇
石
以
上
､
寺
領
が
な
く
境
内
は
か
り
の
朱
印
状
で
あ

っ
て
も

〓
不
の
本
寺
に
は
朱
印
状
が
鏡
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
o

寺
社
領
に
つ
い
て
は
､
寺
社
奉
行
井
上
正
利

(常
陸
笠
間
五
万
石
)
加
々
爪
直
燈

(遠
江
掛
塚
1
万
石
)
の
二
人
､
公
家
領
に
つ
い
て
は
老
中

(16
)

稲
葉
正
則

(相
模
小
田
原
九
万
五
千
石
)
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
行
と
な
り
､
朱
印
状
改
め
や
流
布
の
事
務
を
総
括
し
た
｡

寛
文
四

･
五
年
の
大
名

･
寺
社

･
公
家
の
判
物

･
朱
印
状

･
目
録
の
符
案
と
訂
正
は
､
命
に
よ
っ
て
右
筆
支
配
久
保
書
右
衛
門
正
之
'

そ
の
子
右
筆
久
保
五
兵
衛
正
永
､
同
金
左
衛
門
正
点
が
行
っ
た
｡

大
名
宛
の
判
物

･
朱
印
状
の
筆
者
と
な
っ
た
右
筆
は
一
四
人
､
公
家

･

(17
)

寺
社
宛
の
筆
者
は
こ
の
一
四
人
を
含
め
て
二
五
人
に
の
ぼ

る

衰

1
参
照
)｡
こ
の
ほ
か
儒
者
の
林
春
信
と
人
見
友
玄
宜
卿
が
判
物

･
朱
印
状

(18
)

等
の
校
合
､
文
字
の
愈
議
の
た
め
に
奉
行
に
添
え
ら
れ
'
右
筆
ら
と
と
も
に
勤
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る

｡

か
く
し
て
同
年
八
月
八
日
か
ら
翌
六
年
五
月
二
十
四
日
の
自
証
院
ま
で
十
数
回
に
分
け
て
相
禦

て
朱
印
状
が
慧

さ
麺

｡

そ
の
通

数
は
'
公
家
九
七
通

(判
物
1
四
通
･
朱
印
状
八
一二
通
)
･
門
跡
二
七
通

(判
物
二
三
通
･朱
印
状
四
通
)
･
比
丘
尼
二
七
通

･
院
家

1
二
通
･
神
社
三

六
五
通

(以
上
す
べ
て
朱
印
状
)
･
そ
の
他
の
寺
院

1
〇
七
六
通

(判
物
El通
･
朱
印
状
1
〇
七
二
通
)
･
そ
の
他

毒
物
)
七
通
､
大
名
を
含
め
た
合

(20
)

計

一
八
三
〇
通

(判
物
九
二
通
･
朱
印
状
一
七
三
八
通
)
で
あ
っ
た

｡

な
お
表
2
は
こ
の
宗
派
別
集
計
に
石
高
集
計
を
も
加
え
た
も
の
で
あ
る
｡

右
の
判
物

･
朱
印
状
通
数
は
徳
川
家

一
代
の
朱
印
状
所
持
で
五
〇
石
以
下
の
小
寺
社
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
は
当
然
と
し
て
､
当
時
の

公
家
を
網
羅
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
｡
不
良
の
挙
動
に
よ
っ
て
安
芸
浅
野
家
に
預
け
ら
れ
た
滋
野
井
教
興
と
そ
の
実
子
で
五
辻
俊
仲
の
義

子
と
な
っ
た
英
仲
に
対
し
て
は
判
物
の
下
付
が
な
か
っ
た
が
､
兵
事
二
年

二
六
八
五
)
の
公
家
宛
判
物

･
朱
印
状

一
〇
七
通
と
の
差

一
〇

通
に
つ
い
て
み
て
も
､
寛
文
七
年
に
復
活
し
た
有
栖
川
宮
や
'
新
家
の
広
幡

･
醍
醐
家
な
ど
で
あ
っ
て
､
寛
文
五
年
の
公
家
領
判
物

･
朱

印
状
に
は
洩
れ
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

寛
文
印
知
か
ら
洩
れ
た
主
要
な
寺
社
と
し
て
は
､

日
光
山
東
照
宮

･
大
飲
院
廟
領

一
万
三
千
六
百
三
十
石
八
斗
六
升
九
合

萌
暦
元
年
家



表 1 寛文4･5年供知判物 ･朱印状筆者別通数

筆 者 大名 門跡 公家 比阜居 計 役 職

褒 賞 銀久保寺右衛門正之久保五兵衛正永 1218 6 35 111 21128 右筆支配右筆∫∫〟〟〟∫∫∫〟〟∫〟〟∫∫〟′〝〟∫∫∫∫∫ 時服3.金

2〝 2

.〝2銀50枚305久保金左衛門正貞 14 2 7 23 〟 2.〝2 30

大橋長左衛門重政 16 2 3 21

30建部伝右衛門直昌 17 2 3

･22 30飯島七兵衛貞勝 16 3

3 23 30森新兵衛正静 1

6 1113 4 21 20

小鴨久左衛門査俊 15 5 20

20神尾小左循門高久 ∴ 16 3

20 20大桶左兵衛査為 16

4 21 20杉浦伊右衛門勝成

15 4 19 20渡辺七

郎兵衛年綱 15 3 20 20建部与兵衛直伝 15 4 19

20*杉浦半左衛門為勝 16 4

1 24 20鈴木甚五左衛門

盃勝 4 11t 5

20井出五左衛門正良 .

4 4 20小嶋次郎左衝門丘貞

3 4 20松野文右南門資巨 4 4 2

0渡辺伝四郎虞 4 4

20水野伊兵衛某 3 3

20加茂音圧右南門直房 4 4

20中村平右南門盃の 4 4 20斉田久太郎某 4 4

20建部惣右裾門昌芙 4 4 20大河内一郎右衛門朝綱 4 4

20通 赦 計 217 26976346

(注) r克文朱印留)に狂者名記 較あるもののみ,同宙の 水谷勝宗･本多息晴朱印 状･文本坑寺宛判物

に簸老たれ欠●袋井の時 E昆･金は克文4年6月 28日I掛土晃文5年9 月23E]付(T抑宮日次記J)'
+印は r寛政重捗諮家持Jでは 30枚

綱
判
物
)
･
久
能

山
東
照
宮

領
三
千
石

(寛
文
四
年
家
綱

判
物
)
を
は
じ
め
へ

近
江

滋
賀
院

･
摂
幹

多
田
院

･

三
河
鳳
末
寺

･
越
前
永
平

寺

･
出
雲
大

社な



表 2̀r寛文朱印留｣･判物 ･朱印状遠敷と石高集計

. 史 料番号 一二:■通 /敬 :石 高
永 高､大:L J_:名 ､1- 219 219 16,071,844.石2949 貫 文 .

865,200門 一 跡 ミ220- 247

27 27,388.8公 ..衣 -248- 3

46 98 37,861.4諸 社 3

47-■713 365 83.975浄 土 宗 ･714--867

154 13,054.22 13.600.日 蓮 宗 ･8

68- 953: 86 3,399.43 15,450受 不 施 ･868-.913 46 1,528.3 15,450

9,600･2,500不 受不 施 ･913- 9

22 9 780.4..勝 劣 ･923- 953

31 1,090.73其 言 宗 I.954-1179 2

26 39,830こ59新儀(3奈山) 954
～1076 123 8,809.59′:舌 俵 ･≒1077-1179 103 31,021

天 台 宗 11180-1300L 119

35,233.9法 相 1301-1305,1347 6 3,763時

宗 ･1306-1346 41 3,253.2得 宗 -1348-1380 33 2,894.37

21,300272,710一 向 宗 --1381

-1397 17 1.436.3:､曹 洞 宗 -1398-1658 261 7,812.7

給寧寺沢 1398-1511 114 4,697

.78竜穏寺沢 1512-1564 53 1,

297.6･大中寺沢 -1565-1582 18 198可陸斉沢 1583-1

658 76 1,619.32.臨 済 宗 .1659-1790

131 18,967.28I/五 山 沢 -1659-1723 65 10,977.2

8 ∴272,710112,380大 患 寺 沢

- 妙 心 寺 沢方 広 寺 沢 1724-1790 66 7,990比 丘 尼 1

791-1817 27 4,428.9院 .衣 1818--1829 12 951.4集 物

1830-1836. 7 3,002.総 計 Il1830116 ,3



注

･

T
)

｢徳
川
禁
令
考
｣
前
集
第
四
'
二
三
八
七
｡
な
お

｢柳
営
日
次

記
二

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
)
で
は
こ
の
党
は
三
月
玉
.

日
付
で
七
日
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
｡

(2
)

r徳
川
実
紀
｣
第
四
詩
｡
合
計
で
は
ニ
ー
八
人
と
な
る
が
六
郷

政
勝
の
記
載
漏
れ
で
あ
り
t
r柳
営
日
次
記
｣
に
は

｢六
郷
伊
勢

守
｣
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

(3
)

久
世
広
之
'
四
月
八
旦

l万
石
加
増
四
万
石
'
朱
印
状
四
月
八

日
付
'
目
録
五
月
八
日
付
'
六
月
三
日
手
交
｡

(4
)

戸
田
忠
良
'
五
月
九
日
】
万
石
加
増
'
肥
後
富
岡
二
万
千
石
､

朱
印
状

･
日
録
五
月
二
十
五
日
付
'
閏
五
月
二
十
六
日
手
交
｡

(5
)

三
宅
康
勝
､
五
月
九
日
三
河
田
原
転
封
'
五
月
二
十
五
日
付
'

関
五
月
二
十
六
日
手
交
｡

(6
)

松
浦
銭
侶
'
五
月
二
十
三
日
松
浦
信
月
に
千
五
百
石
分
与
六
万

千
七
百
石
と
な
る
｡
五
月
二
十
五
日
付
'
六
月
三
日
手
交
｡

(7
)

相
良
頻
寛
関
五
月
七
日
致
仕
'
長
子
煩
霜
家
督
'
六
月

l
日

付
'
三
日
手
交
｡

(8
)

本
多
忠
次
五
月
十
八
日
卒
'
七
月
十
八
日
弟
忠
晴
迫
領
継
ぐ
｡

七
月
二
十
七
日
付
'
八
月
二
十
六
日
手
交
｡

(9
)

水
谷
勝
隆
閏
五
月
三
日
卒
､
七
月
十
八
日
長
子
勝
宗
近
傍
四
万

八
千
石
'
二
子
勝
能
二
千
石
分
知
､
朱
印
状

･
目
録
日
付
不
明

(r寛
文
朱
印
留
｣
に
月
日
欠
く
)
'
八
月
二
十
六
日
手
交
｡

(S
)
上

杉
綱
勝

(出
羽
米
沢
三
十
万
石
)
閏
五
月
七
日
急
死
､
判
物

四
月
五
日
付
へ
五
月
二
十
二
日
手
交
｡
六
月
五
日
鱗
吉
良
景
倫
未

儲
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
昏
学
的
研
究

(大
野
)

(ll
)

へ12
)

(13
)
(14
)

(15
)
(16
)
(17
)
(18
) 期

養
子
'
半
知
十
五
万
石
家
督
相
続
許
可
｡
領
知
目
録
は
交
付
さ

れ
ず
｡
立
花
忠
茂
閑
五
月
七
日
致
仕
､
子
鑑
虎
浪
領
を
継
ぐ
｡
判
物
五

月
二
十
二
日
既
手
交
｡

土
屋
数
直
'
六
月
十
三
日
五
千
石
加
増

】
万
五
千
石
へ
朱
印
状

六
月
三
日
既
手
交
｡

中
村
孝
也

r抵
川
家
康
文
事
の
研
究
し
下
巻
之
二
五
二
〇
頁
｡

吉
田
伊
達
宗
純
に
は
貞
革
元
年

二

六
八
四
)
九
月
二
十
一
日

初
め
て
綱
吉
朱
印
状
が
下
さ
れ
'
宇
和
島
伊
達
宗
利
に
も
判
物
が

下
さ
れ
た
が
､
石
高
は
七
万
石
と
思
わ
れ
る

(r徳
川
美
紀
｣第
五

蔚
'
後
潟

r貞
事
御
判
物
御
朱
印
改
記
｣)
｡
宗
利
の
子
宗
箕
は
執

劫
な
運
動
の
結
果
'
元
禄
九
年

二

六
九
六
)
七
月
八
日
'
新
唱

高
を
結
ん
で
十
万
石
と
L
t
判
物
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る

(伊
達

文
化
保
存
会
所
蔵
宇
和
島
伊
達
家
文
書

｢御
高
直
控
こ
｡

r御
蝕
む
寛
保
免
成
し
六
九
五
t
r御
当
家
令
粂
｣
五
五

国
立
公
文
番
館
内
閑
文
座
所
蔵

｢御
朱
印
帳
J

1

r寛
文
朱
印
留
｣
記
載
輩
著
名
に
よ
る
｡

寛
永
十
三
年

(
〓
ハ
三
六
)
十
月
十
七
日
､
三
河
大
樹
寺
は
か

諸
寺
請
山
の
侶
徒
社
人
に
朱
印
状
が
交
付
さ
れ
た
が
､
そ
の
文
は

み
な
儒
役
林
道
春
信
勝
が
議
定
し
た
と
あ
り

へr徳
川
実
紀
｣
第
三

蔚
)
'
貞
事
の
継
目
安
堵
に
お
い
て
も
林
春
常
信
鯖

･
人
見
友
元

宜
卿
が
関
与
ん
で
い
る
の
で

(r徳
川
央
紀
]
第
五
蔚

･
｢月
事
御

判
物
御
朱
印
改
記
｣)
'
寛
文
四
年
六
月
二
十
八
日
の
二
人
の
硬
質

は

(r徳
川
実
紀
J
弟
四
月
)
こ
の
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
あ

九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
二
号

る
｡
な
お
同
五
年
九
月
二
十
三
日
に
は
右
筆
の
は
か
朱
印
押
捺
を

し
た
細
工
頭
矢
部
四
郎
兵
衛
も
銀
二
〇
枚
を
賜
わ
っ
て
い
る
へr柳

営
日
次
記
ヒ
｡

(19
)

｢徳
川
実
紀
J
第
四
煮
｡

(8
)

r寛
文
朱
印
留
｣
に
は
1
八
三
六
の
判
物
･朱
印
状
等
が
収
載

一〇

さ
れ
て
い
る
が
t
､四
通
は
下
知
状
･
覚
･
厳
春
で
あ
り
'
寛
永
寺

･
楽
人
領
は
重
複
し
て
い
ろ
の
で
一
八
三
〇
通
と
な
る
｡
な
お
寺

領
日
録
付
が
二
㌧
配
当
日
録
付
が
て

寺
領
目
録
そ
の
も
の
が
朱

印
状
と
な
る
も
の
も
あ
り
､
伊
勢
雨
宮
法
度
二
通
も
朱
印
状
で
あ

る
｡

二
㌧
徳
川
歴
代
の
領
知
安
堵

家
康
以
降
徳
川
氏
歴
代
の
大
名

･
公
家

･
寺
社
に
対
す
る
領
知
安
堵

(印
知
)
年
月
日
は
表
3
聖
が
し
た
如
く
で
あ
る
｡

家
康
の
寺
社
領
寄
進
状
の
う
ち
最
も
年
代
の
遡
る
の
は
'
弘
治
二
年

二
五
五
六
)
六
月
二
十
四
日
､
三
河
大
仙
寺
に
与
え
た
寺
領
寄
進

(1
)

状
な
ら
び
に
禁
制
で

｢
松
平
次
郎
三
郎
｣
名
の
黒
印
状
で
あ
る
｡

し
か
し
こ
れ
は
兵
書
で
あ
り
禁
制
を
本
質
と
み
た
方
が
よ
い
｡
つ
い
で

永
禄
元
年

(
1
五
五
八
)
七
月
十
七
旦

二
河
六
所
大
明
神
神
主
宛
の
社
領
安
堵
状

｢
元
康
｣
判
物
で
あ
S

)
こ
れ
に
讐

同
二
年
十

1
月
二

(3
)

十
八
旦

二
河
大
浜
郷
惣
寺
領

密
行
院
等
七
か
寺
)
寄
進
状
で

｢
蔵
人
佐
元
康
｣
判
物
で
あ
る
｡
家
康
朱
印
状
初
見
は
永
禄
十
二
年
七
月
遠
江

(4
)

(5
)

見
付
桝
座
宛
定
書
で
､
所
領
安
堵
状
の
最
古
は
天
正
二
年

二
五
七
四
)
三
月
四
旦

二
河
大
恩
寺
領
寄
進
状
で
あ
る
｡
以
後
'
｢福
徳
｣
印
文

の
朱
印
状
が
時
折
使
用
さ
れ
る
が
'
同
十
年
甲
斐
武
田
勝
頼
攻
撃
滅
亡
に
続
き
甲
信
経
略
に
乗
り
出
す
と
､
甲
斐
の
武
田
遺
臣
や
寺
社
へ

(6
)

の
所
領
寄
進

･
安
堵
が
行
わ
れ
､
十

一
年
四
月
に
も
寺
社
債
安
堵
を
行
う
が
､
判
物
と
と
も
に
朱
印
状
が
増
え
て
-
る
｡
天
正
十
八
年

二

五
九
〇
)
<
月
の
関
東
入
部
に
よ
り
､
関
東
諸
寺
社
に
対
す
る
大
量
の
領
知
層
堵
が
な
さ
れ
､
と
り
わ
け
翌
十
九
年
十

1
月
付
の
判
物

･
朱

(-
)

印
状
な
か
ん
ず
く
朱
印
状
の
大
量
発
給
が
な
さ
れ
た
｡
朱
印
印
文
は

｢福
徳
｣
で
あ
る
｡
関
が
原
の
磯
に
勝
利
の
後
､
慶
長
五
年

(
〓
ハ
○

(8
)

○
)
十

]
月
十
六
日
興
福
寺
債
を
安
堵
し

(朱
印
状
'
印
文

｢忠
恕
｣)
'

同
七
年
に
は
畿
内
の
寺
社
領
を
安
堵
し
た

(日
付
次
行

｢内
大
臣
｣
位
署

判
物
ま
た
は
朱
印
)
｡
翌
八
年
二
月
征
夷
大
将
軍
の
宣
下
を
受
け
る
と
､
朱
印
状
は
ほ
ぼ
日
付
上
部
捺
印
と
な
る
｡

同
十
年
将
軍
職
を
秀
忠



表 3 徳川歴代の偵知安堵 (印知)年月日

代 将 軍 将軍宜下年月日 大名髄印知年月日公家飯印知年月日寺社供印

知年月日1･2 家 康秀 忠 慶長 8(1603).2.12慶長10 元和 3
元和 3 元和 3(1605).4.16 (1617) 他 (1617).9.7-l

l党文 5 (1617) 他3 家 光 元和 9

寛鵠 4).8.4他 寛永13(1623).7.17 (1636).ll

.9他4 家 綱 慶安 4 寛文 4 寛文 5(1651).8.18 (1664).4.5 (1665).ll.3 (1665)

.7.11他5 飼 曹 延宝 島 兵事元 見事 2 同左享保 3(1680).8.23 (1684).9.21 く1685).6.ll享保 4678 家 宜家 継書 宗 畠永 6(1709).5
.1正徳 3(1713).4.2享保元 正徳 2(1712).4.ll等侠 2(1716).8.-13 (1717).8.l

l (1719).5.21 (1718).7.ll9 家 宜 延亭 主
延享 3 延事 4 同左(1745)

.ll.2 (1746).ll.ll (1747).8.ll10 家 治 宝暦10 宝暦11 宝暦12 同
左(1760).9.2 (1761).10.21 (1762)

.8.llll 家 一斉 天明 7 天
明8 天明 8 同左(1787).4.15 (1788).3.

5 (1788).9.ll12 家 産
天保 8 天保10 天陳10 同左(1837).9.2 (1839).3.5 (1839).9.

ll13 家 革 苗永 6 安政 2 . 安政 2 同左(1853).10.23 (1855).3.5

(1855).9.ll14 家 茂 変改5宍政7万延元
-
(1858)
.
12
.
1( 1860)

.
3
.
5(1860)

.
9
.
ll

15 慶事慶応2
(1866)
.
12
.
5

(江)--は印知のないことを示ナ.

餌
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
古
学
的
研
究

(大
野
)

に
誘
っ
た
後
も
慣
知
安
堵
状
を
発
給

し
､
元
和
元
年

二
六
一
重

七
月
二

十
七
日
に
山
城
な
ど
畿
内
の
寺
社
に

多
量
の
安
堵
状
を
出
し
て
い
る
｡
こ

れ
は
大
坂
の
陣
後
の
対
策
と
し
て
注

目
さ
れ
よ
う
｡
な
お
こ
の
さ
い
主
要

寺
社
に
は
朱
印
状

(印
文
｢恕
家
康
｣
)'

他
は
黒
印
状
を
用
い
て
い
る
｡

い
っ
は
う
'
秀
忠
は
座
長
十
三
年

(
〓
ハ
〇
八
)
七
月
十
七
日
延
暦
寺
に

(9
)

黒
印
状
を
発
し
た
ほ
か
､
い
く
つ
か

の
安
堵
状



史
料
館
研
究
紀
賓

第
二
二
号

九
月
七
･
九

･
十

･
十

1
日
に
判
物
を
集
中
し
て
店
布
し
､
寺
社
に
対
し
て
も
二
月
か
七
九
月
に
か
け
て
朱
印
状
を
発
し
た
も
の
が
多
い
｡

秀
忠
は
家
光
に
将
軍
職
を
誘
っ
た
元
和
九
年
以
按
も
寛
永
七
年

≡

ハ
三
,0
)
ま
で
朱
印
状
を
発
し
､
家
康
の
例
に
倣

っ
て
い
る
｡

家
光
は
秀
忠
の
死
の
翌
寛
永
十
年
か
ら
領
知
安
堵
を
開
始
し
､
大
名
に
対
し
て
は
寛
永
十

1
年
八
月
四
日
､
寺
社
尼
対
し
て
ほ
同
十
三

年
十

方

九
日
に
集
中
的
に
大
要

曙
を
行
軍

讐

か
の
寺
社
に
償

漂

年
か
ら
正
保
年
間
に
朱
印
状
姦

し
意

,
要

元
年

≡

ハ
四
八
二

万

二
十
四
日
付
か
ら
翌
二
年
十
月
二
十
四
日
付
の
朱
印
状
を
作
成
し
,
慶
安
元
年
三
月
十
七
日
か
ら
二
年
十

1
月
二
十
九

(ll
)

日
間
偲
約
三
'1
五
b
通
が
寺
社
に
流
布
さ
れ
た
｡

通
数
は
寛
永
十
三
年
H
.り
多
い
が
､
五
〇
石
以
下
の
小
寺
社
宅
旗
国
の
寺
社
に
対
す
る

新
知
が
多
い
｡
な
お
家
光
は
公
家
領
の
印
知
は
全
く
行
わ
な
か
っ
た
｡

.[
:
家
綱
は
､
大
名
に
対
し
て
ほ
寛
文
四
年
四
月
五
日
付

手
交
前
変
動
の
あ
っ
た
七
人
を
除
く
)'
公
家
に
は
同
五

年
十
1
月
三
日
付
へ
再
跡

･

比
丘
尼

･
院
家
に
は
同
年
九
月
二
十

1
日
と
十

)
旦

二
月
付
､
寛
永
寺
と
仙
聖
母
多
院
無
量
寿
寺
に
は
八
月
十
七
日
付
､
由

上
寺

は
八
月

:二
十
四
日
付
'
石
清
水
八
幡
宮
に
は
八
月
十
五
日
付
で
あ
る
が
,
大
多
数
の
寺
社

(
1
四
三

通
)
に
は
七
月
十

言

付
で
朱
印
状
を
頒
布

じ
た
.｡
な
お
天
台
宗
の
三
寺
は
所
領
改
春
に
よ
り
九
月
二
十

1
日
付
､
楽
人
は
最
も
早
く
五
月
二
十
六
日
付
で
疏
布
し
た
が
､
日
蓮
宗
不

I受
不
施
派
に
対
し
て
は
儲
圧
が
府
わ
れ
､
証
状
を
捷
出
し
た
寺
院
お
よ
び
瞥

不
寺
院
に
は
'
遅
れ
て
十
二
月
二
日
と
翌
六
年
正
月
十
七
日

(12
)

付
で
領
布
が
あ

っ
た
.
こ
9
よ
う
に
発
給
日
付
､
手
交
日
付
恥
差
が
あ
か
も
の
の
'
判
物

･
朱
印
状
の
一
斉
発
給
と
い
う
原
則
は
貫
か
れ

た
｡
し
か
し
五
〇
石
以
下
の
小
寺
社
へ
の
旗
布
は
遂
に
な
か
っ
た
.
家
光
は
慶
安
元

･
二
年
に
小
寺
社
へ
の
朱
印
状
頗
布
を
行
っJ
J
い
る

の
で
､
家
綱
も
後
れ
て
実
施
す
る
予
定
を
も
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡

(13
)

網
膏
は
貞
享
元
年

二
六
<
加
l)
六
月
の
触

書

に

ふ
あ
る
よ
う
に
､
徳
川
家

一
代
の
み
所
持
で
た
と
え
境
内
は
か
り
安
堵
の
小
寺
社
と
い

え
ど
79
㌧
す
べ
て
の
朱
印
寺
社
に
彪
日
安
堵
を
行
う
こ
と
に
し
､
大
名

･
公
家

･
寺
社
等
総
数
四
八
七
八
通
の
判
物

･
朱
印
状
が
貞
享
元
･

二
年
に
演
布
さ
れ
た
の
で
あ
kP｡



(14
)

家
宣
は
宝
永
七
年

(
1
七
1
0
)
十
二
月
'
大
名
領
の
印
知

(継
目
安
撃

を
合
し
へ
,正
徳
二
年

二
七
二
1.)ノ四
月
十
｣
日
付
の
判
物

･
朱

(15
)

(16
)

印
状
二
三
〇
通
を
同
月
十
九
日
に
手
交
し

た

｡

差

宝
永
八
年
三
月
に
寺
社

領

､

四
月
寺
社
以
外
の
朱
印
所
乱

撃

十
二
月

雲

､
正
徳

元
年
三

石
以
下
の
領
知
郡
村
Q
(g
め
を
令
し
た
が
､
寺
社

.
禦

の
印
知
は
実
施
を
み
ぬ
う
ち
に
翌
二
年
十
月
豊

は
死
去
し
た
｡
次
の

家
継
は
犬
死
し
た
た
め
'
朱
印
状
発
給
も
準
備
も

一
切
な
か
っ
た
｡

(
19

)

書
宗
は
享
保
元
年

二
七
二
ハ
)
九
月
大
名
領
の
､
十

一
月
等
社
債
の
印
知
を
合

し

､

大
名
に
は
同
二
年
八
月
十

一
日
付
､
寺
社
に
は
三

年
七
月
十

一
日
付
'
公
家
に
は
四
年
五
月
十

一
日
付
で
一
斉
に
判
物

･
朱
印
状
を
発
給
し
た
｡
朱
印
状
文
盲
に
は
先
判
の
年
月
日
を
記
さ

ず
JJ
す
べ
.tJ
.｢
依
当
家
先
判
之
例
｣
.と
し
､
以
後
の
歴
代
将
軍
は
全
く
書
宗
の
例
に
倣

っ
た
｡

し
か
も
曽
宗
以
降
の
印
知
は
将
軍
宣
下
以

後
は
ぽ
こ
年
以
内
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
?･

家
茂
は
公
家
領
の
印
知
を
府
わ
ず
'
寺
社
領
の
印
知
は
東
海

･
関
東

･
陸
奥
の
寺
社
に
留
ま
っ
た
の
で
-為
り
･'
･

最
後
の
将
軍
慶
喜
は

1

切
の
印
知
が
な
か
っ
た
｡

･

7 7 7 7 7 T 注

中
村
孝
也
1
徳
川
家
庭
文
事
の
研
究
し
上
巻
'
二
一
頁

同
右
二
九
頁

同
右
三
二
頁

同
右
1
四
五
頁

同
右
二
〇
九
頁

同
右
二
九
三
買
以
下

(7
)

同
右
･
r諸
国
寺
社
朱
印
状
集
成
｣
お
よ
び
｢寛
文
朱
印
留
J
先

判
に
よ
る
｡
関
東
で
は
家
康
入
部
の
翌
天
正
十
九
年
石
高
制
に
よ

る
検
地
が
多
く
な
さ
れ
を
が
t
.秀
吉
の
御
前
帳
徴
収
に
触
発
さ
れ

儲
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
昏
学
的
研
究

(大
野
)

た
改
発
で
あ
り
'
そ
の
結
果
石
高
に
よ
り
寺
社
朱
印
状
発
布
と
な

っ
た
と
い
え
よ
う

(秋
沢
繁

｢天
正
十
九
年
豊
臣
政
権
の
御
前
帳

徴
収
に
つ
い
て
｣
I

r論
雑
中
世
の
窓
｣)｡

(8
)

国
立
公
文
脊
館
内
閤
文
庫
所
蔵

(9
)

r諸
国
寺
社
朱
印
状
集
成
J
一
五
〇
只

へ
10)
｢寛
文
朱
印
留
｣
(下
)
に
お
け
る
先
判
で
は
八
二
一
通
を
数
え

る｡

(1
)
r終
川
実
紀
J
第
三
討

(S
)

不
受
不
施
派
小
棒
誕
生
寺
･
碑
文
谷
法
華
寺
･
小
松
原
鏡
忍

寺
･
依
智
妙
純
寺
と
勝
劣
に
転
宗
し
た
文
典
架
山
寺
に
対
し
'
越

二
二



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
二
号

後
妙
法
寺
と
と
も
に
十
二
月
二
日
付
で
朱
印
状
が
頗
布
き
れ
た
｡

自
証
寺

へ自
証
院
)
は
天
台
転
宗
後
十
二
月
二
日
付
t
.平
賀
本
土

寺
･
雄
司
谷
法
明
寺
が
芦
浦
観
音
寺
と
と
も
に
翌
六
年
正
月
十
七

日
付
で
頗
布
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
後
に
証
状
を
提
出
し
た
も
の

で
あ
ろ
う

へ｢寛
文
朱
印
留
J
下
'
史
料
番
号
九
一
三
-
九
二
二
､

九
五
三
)｡

(S
)

r御
他
事
寛
保
集
成
｣
六
九
七
･
｢貞
享
御
判
物
御
朱
印
改
記
｣

19 1817161514

r御
他
事
寛
保
集
成
｣
六
九
八

r徳
川
美
紀
｣
第
七
篇

･

｢御
触
事
寛
保
集
成
｣
六
九
九

同
右
七
〇
〇

同
右
七
〇
7

同
右
七
〇
一
･
七
〇
二

三
'
判
物

･
朱
印
状

の
書
式

の
検
討

寛
文
四

･
五
年
の
慣
知
判
物

･
朱
印
状
の
料
舵
は
大
高
檀
続
を
用
い
､
竪
紙
の
形
状
で
あ
る
｡
料
紙
の
大
き
さ
は
､
浮
軽
信
政
宛
朱
印

状

意
文
四
年
四
月
五
月
付
､
口
絵
写
真
1
)
は
縦

1
尺
五
寸
三
分

(四
六
･
四
七
ソ
チ
)'
横
二
尺

1
寸
七
分

宍
五
･九
七
ソ
チ
)､
厚
さ
〇
･
三
五

(1
)

ミ
リ
で
あ
る
｡
ま
た
山
城
万
福
寺
宛
朱
印
状

(同
五
年
七
月
十
一
日
付
)
は
縦

一
尺
五
寸
四
分

･
横
二
尺

一寸

六
分
､
山
城
大
党
寺
宛
判
物

(2
)

(同
五
年
九
月
二
十
1
日
付
)
は
縦

1
尺
五
寸
四
分

･
横
二
尺

1
寸
八
分
で
､
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
｡
本
紙
は
八
つ
折
と
L
t
上
巻
舵
に

入
れ
る
｡.
上
巻
は
友
紙
す
な
わ
ち
大
高
檀
紙
を
二
つ
に
折
り
さ
ら
に
三
つ
折

(左
側
の
折
り
返
し
は
狭
い
)
と
し
､
上
下
を
折
り
返
し
'
中
央

(3
)

下
部
に
宛
所
を
記
す
｡

こ
の
よ
う
な
荘
重
で
格
式
は
っ
た
形
式
は
､
発
給
者
で
あ
る
将
軍
の
権
威
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡
文
書
形
式
と
し
て
は
､
室
町
幕
府
発

給
の
御
判
御
教
書
や
寄
進
状
の
系
譜
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
御
判
御
教
書
と
は
'
将
軍
み
ず
か
ら
が
差
出
人
と
な
っ
て
い
る
直
状

で
あ
る
｡
御
教
書
は
ほ
ん
ら
い
奉
書
形
式
の
1
種
で
あ

っ
た
と
い
う
歴
史
が
閑
却
さ
れ
､
将
軍
の
発
給
文
吉
に
対
す
る
敬
称
の
意
味
に
転

用
さ
れ
(ii7
1
御
判
御
教
書
は
将
軍
の
判
物
で
あ
る
が
､
歪

め
は

｢
状
如
件
｣
で
あ
り
､
上
島
有
氏
の
断
㌃

え
は
,

H
日
下
花
押
差



は
署
判
の
御
教
書
'
33
宛
所
記
入
式
袖
判
御
教
書
､
臼
奥
署
判
の
御
教
書
､
E
I
宛
所
内
包
式
袖
判
御
教
容
の
別
が
あ
る
｡
H
は
寺
社
の
門

跡

･
長
老
あ
る
い
は
公
家
に
対
し
て
所
領
･
所
職
安
堵
の
ほ
か
､
祈
祷
命
令

･
寺
格
付
与
な
ど
日
常
的
連
絡
に
も
用
い
ら
れ
'
義
満
の
初

世
に
日
下
署
判
'
永
徳
以
降
は
日
下
花
押
と
な
る
O
尊
氏
･
義
詮
の
時
代
に
比
較
的
よ
-
用
い
ら
れ
た
御
内
雷
に
代
わ
り
出
現
し
た
｡
臼

は
H
の
変
形
で
､
武
士
に
宛
て
ら
れ
所
慣
安
堵
に
も
用
い
ら
れ
た
｡
･

直
義

･
尊
氏
は
武
士
の
所
領
安
堵
に
袖
判
下
文
を
使
っ
た
が
､
義
詮

親
政
期
に
は
日
下
花
押
の
御
判
御
教
書
が
用
い
ら
れ
､
義
満
後
半
期
に
凹
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
｡
臼
は
'
下
知
状
が
義
満
前
半
期
に
実
質

的
な
役
割
を
終
え
､
こ
れ
に
代
わ
っ
て
出
現
し
､
所
務
相
論
の
裁
許
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
寺
社
本
所
髄
の
安
堵
権
を
室
町
幕
府

が
明
徳
末
年
に
掌
握
す
る
と
と
も
成
立
し
た
下
文
様
文
容
で
あ
る
.
こ
れ
は
応
永
八
年

二
四
〇
〓

ご
ろ
か
ら
凹
に
変
換
す
る
｡
E
Iは
袖

判
下
文
の
変
化
し
た
も
の
で
'
義
満
初
政
か
ら
用
い
ら
れ
た
｡
宛
所
が
本
文
中
に
含
め
ら
れ
､
武
士
に
対
し
て
所
領
安
堵

･
課
役
免
除

･

恩
賞
宛
行
や
時
に
裁
許
に
も
用
い
ら
れ
た
｡
寺
社
へ
の
寄
進
状
は
尊
氏
初
期
の
も
の
は
日
下
署
判
t
の
ち
奥
下
署
判
の
形
式
と
な
っ
た
｡

義
満
も
こ
の
形
式
を
用
い
､
永
徳
元
年

(
二
二
八
一
)
内
大
臣
に
任
じ
る
と
も
に
奥
上
智
判
と
さ
ら
に
尊
大
な
形
式
を
用
い
た
｡
義
持

･
義

教
の
時
代
に
な
る
と
出
は
な
-
な
り
､
H
･
臼

･
凹
に
限
ら
れ
る
｡
そ
し
て

;
の
宛
所
は
寺
社
門
跡

･
長
老
ま
た
は
公
家
に
限
定
､
臼
は

寺
社
の
所
領
･
所
職
安
堵

･
課
役
免
除

､
E
L
は
武
士
の
守
護
職
補
任
､
所
悦
の
安
堵

･
輔
匿
に
使
用
さ
れ
る
｡
発
給
数
も
減
少
し
､
用
法

も
固
定
化
の
傾
向
に
あ
る
.

な
お
室
町
将
軍
が
禅
寺
の
う
ち
､
五
山
･
十
剰

･
諸
山
の
三
段
階
の
官
寺
の
住
持
職
任
命
の
辞
令
と
し
て
作
成
す
る
公
帖

(公
茎

が
あ

り
'
御
判
御
教
書
の
一
種
で
あ
る
｡
檀
紙
に
四
行
に
容
き
縦
に
四
つ
折
に
し
て
上
封
を
か
け
る

嶺
山
の
帖
に
は
上
封
な
し
)
｡

公
帖
は
秀
書

も
継
承
し
､
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
歴
代
将
軍
が
発
給
し
た
.
天
龍
寺

･
南
禅
寺
は
､

天
龍
寺
住
持
職
事
､
任
先
例
可
被
執
務
之
状
如
件

安
政
二
年
十
二
月
十
七
日
内
大
臣

家
定
花
押
)

領
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
召
学
的
研
究

(大
野
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

11
二
号
∴

五
山
に
は
､

円
党
寺
住
持
職
事
､
任
先
例
可
被
執
務
之
状
如
件

嘉
永
三
年
十
二
月
十
日
左
大
臣

豪
慶
朱
印
)

十
刺
に
は
､
.

臨
川
寺
住
持
職
事
､
任
先
例
可
令
執
務
之
状
如
件

天
保
十
年
七
月
十
二
日
左
大
臣

家
慶
黒
印
)

玄
洲
和
尚

周
忠
西
堂

周
忠
西
堂

,

諸
山
に
は
'

景
徳
寺
住
持
職
事
'
任
先
例
可
執
務
之
状
如
件

天
保
十
年
六
月
廿
日

豪
座
員
印
)

周
忠
首
座

(6
)

の
如
-
'
位
階
に
よ
っ
て
多
少
の
文
言
の
相
違
と
､
将
軍
の
位
署
花
押

･
位
署
朱
印

･
位
署
黒
印

･
黒
印
の
み
の
差
別
が
あ
っ
た
｡

戦
国
大
名
の
宛
行
状

･
安
堵
状
は
判
物

･
奉
書

･
印
判
状

直
状
･
奉
至

と
多
様
で
あ
る
｡
元
来
は
将
軍
か
ら
大
名
宛
の
所
領
宛
行
や

安
堵
の
判
物
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
が
､
各
大
名
と
も
固
有
の
宛
行
状

･
安
堵
状
形
式
を
確
立
さ
せ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
｡
七
だ

し
印
判
状
が
成
立
し
た
こ
と
と
､
宛
行

･
安
堵
の
対
象
が
目
録
化
さ
れ
て
箇
条
書
の
も
の
が
出
現
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
｡
こ
の
知
行

目
録
は
､
当
初
は
宛
行
状

･
安
堵
状
の
別
紙
添
書
で
あ
っ
た
も
の
が
､
順
次
簡
略
化
さ
れ
､
1
)
れ
だ
け
で
知
行
宛
行
状
の
役
割
を
果
た
す



こ
と
も
あ
る
｡

織
田
信
長
が
用
い
た
印
判
状

(印
文
｢天
下
布
武
｣)
の
初
見
は
'
永
禄
十
年

二
五
六
七
)
十
月
の
兼
松
又
四
郎
宛
知
行
安
堵
状
で
あ
る
が
'

豊
臣
秀
吉
の
印
判
状
初
見
は
天
正
十

一
年

二
五
八
三
)
八
月
の
役
銭
請
取
状
､
そ
し
て
寺
社
寄
附
状
に
用
い
始
め
た
の
は
同
十
三
年
十

一

月
で
あ
る
｡
信
長
が
文
容
に
朱
黒
印
を
捺
し
た
こ
と
は
､
当
時
東
国
大
名
間
で
盛
行
し
て
い
た
も
の
で
､
放
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
｡

し
か
も
信
長
は
頚
初
か
ら
折
紙
を
用
い
､
本
来
武
家
の
棟
粂
が
直
接
出
す
文
書
の
形
式
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
廃
さ
れ
る
こ
と
な

く
､
次
の
秀
膏
の
時
代
に
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
に
至
り
､
こ
こ
に
折
紙
に
関
す
る
召
礼
が

1
変
し
た
｡

秀
膏
の
大
名
宛
俄
知
宛
行
状
は
､
天
正
期
に
お
い
て
は
1
国
宛
行
は
判
物
'
他
は
朱
印
状
と
大
凡
区
別
し
う
る
｡
し
か
る
に
降
っ
て
文

禄
四
年

(
1
五
九
重

六
月
二
十
九
日
の
島
沖
義
弘
宛
の
も
の
は
､
折
践

･
朱
印
状

･
告
止
め

｢
老
也
｣
と
な
っ
て
疎
略
と
な
っ
て
い
る
｡

こ
れ
は
秀
書
の
地
位
の
昇
進
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

寺
社
に
対
す
る
秀
書
の
寄
附
状
は
天
正
十
三
年
十

一
月
二
十

一
日
の
も
の
が
多
い
が
'
料
紙
は
い
ず
れ
も
折
紙
'
付
年
号

･
日
下
朱
印
､

喜
止
め
は

｢状
如
件
｣
｢候
也
｣
の
両
様
で
あ
る
.
し
か
し
､
大
徳
寺

･
青
蓮
院

･
大
党
寺

･
充
寺

･
東
福
寺
宛
の
.も
の
は
花
押
の
み
の
判

物
で
'
-
ち
門
跡
で
あ
る
膏
蓮
院

･
大
党
寺
は
宛
所
に

｢
戯
｣
の
敬
語
を
付
し
て
あ
る
｡

右
三
校
の
形
式
の
中
､
判
物
が
最
も
鄭
重
で
､
次
が
琶
止
め

｢
状
如
件
｣
の
朱
印
状
､
そ
し
て
田
止
め

｢
供
也
｣
の
朱
印
状
の
順
と
な

る
｡
し
か
し
い
ず
れ
も
料
紙
は
折
紙
で
あ
る
｡
以
上
'
知
行
方
に
関
す
る
文
苔
は
も
と
判
物
の
み
で
あ
っ
た
が
､
諸
家
宛
は
天
正
十
三
年

九
月
か
ら
､
寺
社
宛
は
同
十

一
月
か
ら
､
ほ
と
ん
ど
同
時
に
朱
印
状
が
出
現
し
､
.
判
物

･
朱
印
状
が
併
用
さ
れ
､
寺
社
宛
は
直
ち
に
大
抵

朱
印
状
に
限
ら
れ
た
｡
し
か
る
に
諸
家
宛
の
も
の
は
(
そ
の
内
容
が

一
国
領
主
の
知
行
宛
行
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
､
な
お
永
-
判
物
を

用
い
る
場
合
が
あ
っ
た
｡
そ
の
さ
い
知
行
目
録
は
別
紙
添
状
と
い
う
性
格
か
ら
朱
印
状
が
用
い
ら
れ
た
｡
そ
し
て
秀
書
の
地
位
が
向
上
す

(-
)

る
に
つ
れ
て
'
蒋
礼
の
容
式
を
さ
ら
に
蒋
礼
の
も
の
へ
と
変
え
て
用
い
た
の
で
あ
る
｡

領
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
窃
学
的
研
究

(大
野
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

一
八

次
に
徳
川
家
康
の
慣
知
判
物

･
朱
印
状
の
形
式
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
｡
検
討
の
材
料
は
'
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵

の

｢徳
川
家
判
物
井
蓋

齢

㌻

埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館

(現
,
埼
玉
県
妾

墓

前

『諸
国
寺
社
朱
印
状
集
成
』
で
あ
る
｡

｢徳
川
家
判
物
井
朱
黒
印
｣
二
八
五
家

寺
社
)
二
六
八
〇
通
の
う
ち
､
家
康
の
判
物

･
印
判
状
は
六
八
通

(判
物
】
四
通
･
朱
印
状
四
五
通

･
黒
印
状
九
通
)
で
あ
る
｡
判
物
は
永
禄
七
年

二
五
六
四
)
五
月
か
ら
慶
長
七
年

二
六
〇
二
)
八
月
ま
で
､
朱
印
状
は
慶
長
七
年
六
月
十
八

日
か
ら
元
和
元
年

二
六
一
室

七
月
二
十
七
日
ま
で
､
黒
印
状
は
慶
長
七
年
八
月
六
日

一
通
､
十
五
年
四
月
二
十
日
二
通
､
元
和
元
年
七

月
二
十
七
日
六
通
と
な
っ
て
い
る
｡
秀
忠
に
将
軍
職
を
譲
っ
た
後
で
も
朱
印
状
四
通

･
黒
印
状
八
通
あ
り
へ
家
康

･
秀
忠
並
ん
で
寺
社
領

(9
)

の
安
堵

･
寄
進
を
し
て
い
る
が
､
秀
忠
は
家
康
在
世
中
は
朱
印
状
を
用
い
る
こ
と
な
-
'
判
物

･
黒
印
状
を
使
用
し
た
｡

西
角
井
家
所
蔵

『
諸
国
寺
社
朱
印
状
集
成
』
収
載
の
家
康
判
物
八
通

･
朱
印
状
三
〇
通
の
う
ち
'
天
正
九
年

二
五
八
二

十
二
月
六
日

付
三
河
国
幡
豆
郡
西
条
内
小
寺
六
箇
所
宛
は
折
紙

･
付
年
号

･
日
付
上
朱
印

(印
文
'
福
徳
)'
書
止
め

｢肪
如
件
｣
で
あ
る
が
､
同
十
年
甲

斐
国

一
蓮
等

･
竜
華
院
宛
は
判
物

･
塵
紙
で
あ
る
｡
そ
し
て
同
十

一
年
四
月
の
甲
斐
国
四
寺
社
宛
は
竪
航

･
日
下
朱
印

(福
徳
)
･
付
年
号

(10
)

-

で
あ
る
｡

天
正
十
九
年
十

一
月
付
武
蔵
国
五
寺

･
相
撲
国

一
四
寺
社

･
上
総
国
二
寺

･
上
野
国

一
寺
宛
の
二
二
通

は

'

折
紙

･
付
年
号

･

日
下
朱
印

(福
徳
)'
書
止
め

｢併
如
件
｣
で
､
文
言
中

｢
寺
中
可
為
不
入
｣
の
語
が
あ
る
.
天
正
十
九
年
十

1
月
の
朱
印
状
大
量
頗
布
は
､

家
康
の
関
東
入
部
の
翌
年
で
あ
る
が
､
秀
書
の

｢
御
前
帳
｣
徴
発
の
命
に
よ
り
'
早
急
に
石
高
制
創
出
の
た
め
の
検
地
の
結
果
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
'
相
撲
鎌
倉
郡
三
寺
を
除
い
て
は
'
石
高
に
よ
っ
て
宛
行
わ
れ
て
い
る
｡
将
軍
と
な
っ
た
慶
長
七
年
六
月
十
六
日
付
三
河
善

国
寺
宛
と
八
年
八
月
二
十
六
日
付
同
国
舞
木
八
幡
官
宛
は
竪
紙

･
書
下
年
号
の
朱
印
状

(印
文
､
源
家
康
)
と
な
る
｡

そ
の
他
の
判
物
は
堅

紙
を
用
い
て
お
り
､
相
撲
青
蓮
寺

(二
五
石
)
以
外
は
一
〇
〇
石
以
上
で
あ
る
｡

ま
た

『
竹
梼
余
輩
』
所
収
の
寺
社
宛
家
康
判
物

･
印
判
状
二
〇
通

(判
物
三
通
･
朱
印
状
一
五
通
･
黒
印
状
二
通
)
の
う
ち
､
天
正
十
九
年
十

一
月
付
朱
印
状

一
二
通
は
す
べ
て
折
紙

･
付
年
号
で
五
〇
石
以
下
の
小
寺
社
で
あ
る
｡



以
上
を
総
括
す
る
と
､
家
康
は
秀
書
に
比
し
て
竪
紙
の
判
物
を
多
く
用
い
､
書
止
め
文
言
も
比
較
的
厚
礼
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
五
〇
石

以
上
の
寺
社
に
対
し
て
は
､
竪
紙

･
書
下
年
号

･
日
下
署
判

(｢内
大
臣
源
朝
臣
｣
花
押
)
あ
る
い
は
将
軍
宣
下
後
は
日
下
花
押
を
用
い
､
召
止

め
は

｢
竹
蘭
件
｣
ま
た
は

｢
状
如
件
｣
を
用
い
た
｡

た
だ
し
天
正
十
九
年
十

1
月
の
五
〇
石
以
下
の
小
寺
社
に
対
し
て
は
折
紙

･
付
年
号

の
朱
印
状
､
書
止
め

｢
竹
如
件
｣
で
宛
所
は
本
文
に
内
包
さ
れ
て
い
る
.

し
か
し
座
長
四
年
二
月
十
日
の
小
寺
社
宛
朱
印
状
を
除
い
て
は

折
枕
が
姿
を
消
し
､
竪
紙

･
書
下
年
号
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
｡

こ
れ
に
対
し
､
虜
忠

･
家
光
は
判
物
使
用
が
特
定
さ
れ
､
日
下
朱
印
が

1
般
的
と
な
る
｡
書
止
め
は

｢
状
如
件
｣
｢
老
也
'
竹
如
件
｣
を

両
用
し
て
い
る
｡
た
だ
し
家
光
の
慶
安
元

･/
1
1年
発
布
の
朱
印
状
は
ほ
ぼ
pI
付
次
行
凍
印
で
あ
る
が
､
遠
国
の
大
寺
社
宛
は
日
下
朱
印
で

あ
る
｡
寺
社
宛
領
知
判
物

･
朱
印
状
の
書
式
の
時
期
的
変
遷
に
つ
い
て
二
､
三
の
例
を
あ
げ
よ
う
｡

b卿
[

ま
ず
山
城
愛
宕
郡
清
水
寺
の
例
を
口
絵
に
写
其
版

(3
-
8
)
と
し
て

か
か
げ
た
｡
元
和
元
年
家
康
貝
印
状

(印
文
'
源
家
康
)'
同
三

年
秀
忠
朱
印
状

(印
文
､
忠
孝
)､
寛
永
十
三
年
家
光
朱
印
状

(印
文
'
家
光
)
と
も
に
宛
所
が
あ
り
､
日
下
朱
印
で
あ
る
が
､
家
康
の
も
の
は

慈
心
院
領
が
末
尾
に
あ
る
せ
い
か
､
告
止
め

｢
仇
如
件
｣
､
他
の
二
は

｢
状
如
件
｣
で
､
秀
忠

･
家
光
の
方
が
厚
礼
で
あ
る
o
家
綱
朱
印
状

は
日
付
次
行
朱
印
'
苔
止
め

｢
老
也
'
仇
如
件
｣
と
下
り
'
綱
曽
朱
印
状
も
全
く
同
じ
で
あ
る
｡
曽
宗
朱
印
状
は
書
止
め

｢
状
如
件
｣
と

上
が
っ
て
お
り
'
以
後
変
化
は
な
い
｡

武
蔵
足
立
郡
大
官

豪
州
神
社
'
三
〇
〇
石
)
宛
は
､
座
長
九
年
三
月
十
五
日
家
康
判
物
が
､
章
止
め

｢
状
如
件
｣
､
文
中

｢
神
供
祭
礼
修

造
等
不
可
有
傑
怠
｣
の
語
が
あ
る
の
に
対
し
､
元
和
三
年
五
月
十
四
日
秀
忠
朱
印
状
は
日
下
朱
印

(印
文
'
息
萱

に
下
る
が
､
容
止
め
は

｢如
状
件
｣
で
あ
る
｡
慶
長
の
よ
う
な
文
中
の
文
言
も
な
-
な
る
｡
寛
永
十
三
年
十

1
月
九
日
家
光
朱
印
状
は
秀
忠
と
同
古
式
で
あ
り
'
寛

文
五
年
綱
曽
朱
印
状
は
日
付
次
行
朱
印
､
書
止
め

｢
老
也
'
併
如
件
｣
と
蒋
礼
に
な
る
が
'
宝
暦
十
二
年
八
月
十

1
日
家
治
朱
印
状
は
告

鎖
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
昏
学
的
研
究

(大
野
)

･7
九



史
料
館
研
究
紀
粟

第

〓
二
号

止
め
.rjS
如
件
｣
と
誉

て
い
る
缶

),
多
分
膏
宗
の
時
こ
の
書
式
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
を

｡

二〇

同
郡
三
仏
寺

(三
〇石
)
の
場
合
､
家
光
朱
印
状
は
日
下
朱
印
､
書
止
め

｢
老
也
､
併
如
件
｣
へ
宛
所
が
あ
る
が
､
家
綱
朱
印
状
は
日
付
次

(13
)

行
朱
印
､
.書
止
め

｢
老
也
｣
と
下
り
t
,以
後
変
化
は
な

い
.

r

さ
て
寛
文
四
年
の
大
名
宛
家
綱
判
物

･
朱
印
状
を
大
名
の
官
位

･
石
高
別
に
､
判
物

･嘉

印
状
の
別
と
書
止
め
文
言
､･
敬
語

(殿
文
字
)

と
の
対
応
関
係
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

(史
料
番
号
)
(判
物

･
朱
印
状
別
)

(喜
止
)

一

判
物

(
御
字
御
判
)

全
可
被
領
知
之
状
如
件

(敬
語
)

{官
位
)

殿

三
位
中
将

一一･三

〝

ー

(
御
判
)

四

～1
0

〃

〓

～
皇

･空

〝

云

～
天

〝

孟
～
四
一

〝

竺
～
吾

〝

至

～
畠

朱
印
状

(
御
朱
印
)

蓋

～
三
九

-

〟

〟全

可

令

領
知
之
状
如
件

全

可

領

知

之
状
如
件

〟全
可
令
領
知
者
也
t
の
如
件

〟

〟全可
債
知
者
也
､
竹
如
件

∫〟と
の
へ

〟〟〟〟〟

四
位
中
将

四
位
少
将

四
位
侍
従

〟四
位
無
官

五
位
無
官

四
位
無
官

五
位
無
官

(
石
高
)

一
〇
万
石
以
上

′′〟
一
〇
万
石
以
下

(老
中
･
所
司
代
)

一
〇
万
石
以
上

〟一
〇
万
石
以
下

〟
(史
料
番
号
は

｢寛
文
朱
印
留
｣
の
も
の
)

右
の
よ
う
に
一
〇
万
石
以
上
ま
た
は
四
位
侍
従
以
上
は
判
物
'
一
〇
万
石
以
下
の
四
･
五
位
無
官

藷
大
夫
も
)
は
朱
印
状
と
分
か
れ
､.〟



三
位
中
将
以
上
は
詩
が
日
下
に
加
わ
る
.
喜
止
功
文
言
も
位
階
的
に
区
別
が
あ
り
'
殿
文
字
は
三
位
中
将
は

｢Ny
｣､
四
位
中
将

･
少
将
は

(14
)

｢長
｣
､
′侍
従
以
下
は

｢
と
の
へ
｣
と
な
る
｡
宛
所
の
高
下
は
後
の
点
等
の
例
や
二
､
三
の
売
文
の
正
文
か
ら
頼
推
す
る
と
'
三
位
中
将
は

｢
三
｣
の
字
が
日
付
の

｢
五
｣
と
同
じ
高
さ
'
四
位
中
将
は
単
に

｢
中
将
｣
と
記
し
､
｢中
｣
が

｢
五
｣
と
同
じ
高
さ
'
｢越
後
｣
や
｢加
賀
｣

は
小
さ
く
肩
書
と
す
る
｡
少
将
は

｢
越
前
少
将
｣
の
よ
う
に
国
名
を
肩
苔
と
せ
ず
､
｢
越
｣
の
字
が

｢
五
｣
と
同
じ
高
さ
と
す
る
1｡
侍
従
は

書
出
し
が

｢
日
｣
と
同
じ
高
さ
､
四
品

へ四
位
無
官
)
お
よ
び

一
〇
万
石
以
上
の
五
位
無
官
は
召
出
し
が
朱
印
ま
た
は
花
押
と
同
じ
高
さ
～

一
〇
万
石
以
下
の
五
位
無
官
は
召
出
し
朱
印
の
中
央
と
下
る
.
な
お
判
物

･
朱
印
状
上
巻

看
S
)
に
は
宛
所
の
み
を
記
す
が
､
書
き
方
は

本
文
i
J同
P
r
少
将
以
上
は
上
よ
り
六
寸
二
'
-三
分
､
侍
従
は
七
寸
三
分
､
四
品
お
よ
び

一
〇
万
石
以
上
の
五
位
無
官
は
七
寸
八
㌧
九
分
､

(15
)

二
〇
万
石
以
下
の
五
位
無
官
は
九
寸
七
､
八
分
下
げ
て
召
き
初
め

る

｡

こ
こ
で
領
知
目
録
に
つ
い
て
も
若
干
関
説
し
よ
う
｡
煩
知
目
録
の
料
紙
は
間
似
合
紙

1
枚
､
た
だ
し
郡
村
数
の
多
い
時
は
三
枚
巌
に
し
､

(16
)

継
月
巽
に
両
奉
行
が
無
印
を
捺
す
｡
上
包
み
は
鳥
の
子
紙
で
竪
に
上
下
折
､
文
中
に

｢
領
知
日
録
｣
と
だ
け
記

す

O

沖
軽
信
政
宛

(寛
文
四

(17
)

年
四
月
五
且

領
知
目
録

(口
絵
写
真
N
)
は
､
縦

t
尺
二
寸
八
分
余

(三
八
･
九
七
ソ
三
､
､
校
は
二
枚
継
で
六
尺
三
寸

1
分

二
九
]
･
二
七
ソ

チ
)'
厚
さ
〇
･
二
二
･,,
リ
､
継
目
袋
に
は
永
井
･
小
笠
原
両
奉
行
の
果
印
が
あ
る
｡

領
知
目
録
の
宛
所
高
下
と
殿
文
字
に
つ
い
て
'
点
等
の
例
を
あ
げ
る
と
'
中
将

･
少
将
の
讃
出
し
は
'
日
付

(貞
草
冗
年
九
月
廿
一
旦

の

｢
年
｣
の
字
と
同
じ
高
さ
､
侍
従
は
｢年
｣
の
字
の
中
央
'
四
品
と

一
〇
万
石
以
上
の
五
位
無
官
は

｢
九
｣'
一
〇
万
石
以
下
五
位
は

｢
月
｣

高
さ
か
ら
書
き
出
す
｡
殿
文
字
は
､
中
将

･
少
将
は

｢
殿
｣
'
侍
従
は

｢戯
｣､
四
品
と

一
〇
万
石
以
上
五
位
は

｢勿
｣､
1
0
万
石
以
下
五

万
石
以
上
五
位
は

｢息
｣
へ
五
万
石
以
下
五
位
は

｢色
｣
で
あ
る
0
た
だ
し
究
文
四
年
の
武
蔵
川
越
松
平
粒
綱

(七
万
五
千
至

は

｢庖
｣[

貞
写
冗
年
同
松
平
信
輝

(七
万
石
)
は

｢戯
｣
､
克
文
四
年
常
陸
谷
田
部
細
川
興
隆

二
万
六
二
六
五
石
傘

は

｢
為
｣
'
兵
事
冗
年
細
川
邦
文

は

葛
｣
で
あ
る
｡

領
知
判
物

･
朱
印
状
の
舌
文
事
学
的
研
究

(大
野
)



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

二
二

次
に
判
物

･
朱
印
状
の
書
き
方
に
つ
い
て
､
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵

｢
御
朱
印
帳
｣

一
冒
頭
の
御
朱
印
之
符
案
に
よ
っ
て
記
そ

う
○国

主

へ
は

｢
何
国

一
円
｣
と
書
き
'
日
録
は

｢
何
国
何
郡

一
円
｣
と
記
す
｡
郡

･
村
は
1
円
知
行
の
時
は

｢
内
｣
の
字
を
入
れ
ず
't

郡
村
の
次
第
は
高
次
第

多
い
順
)
と
す
る
が
､
居
城
郡
は
高
が
少
な
く
て
も
最
初
に
書
く
｡
郡
の
石
高
は
国
主

へ
は
一
〇
石
以
下
を
除
き

｢
何
十
石
余
｣
へ
侍
従
以
下

一
〇
万
石
以
上
は
斗
よ
り
下
を
除
き

｢
何
石
余
｣
､

一
〇
万
石
以
下
へ
は
升
よ
り
下
を
除
き

｢
何
斗
余
｣
と
書

く
｡
村
数
は

｢
何
郡
内
幾
ケ
村
｣
と
書
-
が
､
二
か
村
は

｢
両
村
｣'
一
か
村
は
村
名
だ
け
を
記
す
｡
先
判
あ
る
時
は
年
号
月
日
を
載
せ
'

二
判
の
時
は

｢
任
両
党
判
旨
L
t
一
代
と
三
代
は

｢
任
先
判
之
旨
｣
と

｢
両
｣
の
字
を
除
-
｡
先
判
が
あ
っ
て
も
所
啓
か
'
先
判
な
き
時
は

｢
如
前
々
充
行
之
記
｣
と
書
き
'
当
代
加
増
へ
滅
知
の
時
は
前
々
と
は
書
か
な
い
｡
慣
知
別
た
る
は

丙
分
)､
｢内
何
万
石
ハ
何
某
可
進
退

之
'
残
何
十
何
万
石
充
行
｣
と
書
-
O
ま
た

｢髭

在
事
｣
の

｢事
｣
の
字
で
塁
を
染
め
る
か
'
行
の
上
に
書
く
こ
と
は
不
可
で
あ
る
｡

次
に
寛
文
五
年
の
門
跡

･
公
家

･
寺
社
宛
の
領
知
判
物

･
朱
印
状
の
別
へ
雪
止
め
文
言
へ
宛
所
の
有
無
に
よ
っ
て
分
塀
す
る
と
表
4
の

よ
う
に
な
る
｡
こ
の
表
に
お
い
て
､
記
号
Ⅹ
は
日
付
次
行
位
署
花
押
す
な
わ
ち

｢
右
大
臣
正
二
位
源
朝
臣

(花
押
)｣
､
Y
は
日
下
署
判

｢
家

綱

(花
押
)｣､
A
は
日
下
花
押
で
あ
る
｡
朱
印
状
は
､
B
は
日
下
朱
印
t
C
は
日
付
次
行
朱
印
､
D
は
付
年
号
日
付
次
行
朱
印
で
庖
り
､
D

の
正
文
原
型
は
折
紙
で
あ
る
こ
と
を
示
す
｡
ま
た
記
号
P
は
雷
止
め
文
言
･｢状
如
件
｣
､
Q
は

｢
老
也
､
併
如
件
｣
t
R
は

｢
老
也
｣
の
み

を
示
す
.
記
号
の
三
桁
目
に
0
の
付
Y
も
の
は
宛
所
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の

(本
文
に
内
包
さ
れ
る
も
の
は
無
記
号
)
で
あ
る
.

こ
の
う
ち
､
ま
ず
宛
所
に
つ
い
て
み
る
と
､
宛
所
の
有
無
は
､
宛
所
記
入
式
が
厚
礼
で
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
､
宛
所
内
包
式
の
場

合
は
発
端
に
あ
る
方
が
よ
く
書

末
に
あ
る
の
が
臥

5

)
O

歪

め
は

｢
状
如
件
｣
｢老
也
､
竹
如
件
｣
｢
老
也
｣
の
順
序
で
あ
る
が
,

1
0

0
石
以
上
は
末
寺
末
社
で
あ
っ
て
も

｢
者
也
'
併
如
件
｣
で
あ
る
｡

次
に
公
家
宛
の
判
物

!朱
印
状
の
書
式
に
つ
い
て
み
る
と
､
時
代
は
下
る
が
､
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵

｢
天
保
雑
記
1
第
二
十



表 4 門跡 ･公家 ･寺社宛領知判物 ･朱印状分塀

保
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
書
学
的
研
究

(大
野
)

判 物 〔41〕

XP 日付次行位署花押,昏止 ｢状如件｣
【門跡 11220･1180寛永寺

〔3〕

【天台 2】1181延暦象 1231無畳寿寺 (喜多院)
YPO 日下詩花押,喜止 ｢状如件｣宛所 〔34〕
【門跡 22】221仁和寺,222大覚亀 223妙法院,224照高院.225聖護院,226

-来院,227興福寺僧侶学問之扶絡 228青蓮院,229知恩院 230梶
井,232竹内,233北野社寺務晩 234実相院,235随心院,236大乗
院,238醍醐寺｢三宝院,239三宝院,240円満院,241勧 修寺,242
庇沙門堂,244西本疏寺 (屋敷),247東本院寺

【公家 12】248近衛基滞,250九条兼晴,251二条光平,252一条教師,253腰 司
房輔,254伏見官貞致親五 255三条公富,256花山院定説,257西園
寺文略 258徳大寺公信,259大炊御門経孝,260久我広道

AP 日下花押,審止 ｢状如件｣ 〔4〕
【公家 2】261今出川公規,263広橋兼賢
【浄土 1】714知恩院
〔臨済 1〕1659南禅寺

朱印状 〔1,570〕

BPO 日下朱乳 香止 r状如件｣宛所 〔78〕
【門跡 31243･245･246西本院寺 r
【公家 45】265飛鳥井雅章,266正規町突豊,267菓重頼菜,268坊城俊広,269

油小路隆良 270国基福,271中院通茂,272日野弘賢,273四辻公理,
274柳原資行.275措閑寺共綱,276三条西突教,277阿野公菜,278
勧惨寺経瓜 279烏丸資鼠 280持明院基定,281松木宗条,282中御
門安臥 283高倉永乱 284東国基質,285東坊城知長,286万里小路
雅鼠 287小食突起,288薮嗣象 289中山英親,290六条宥和,291
千種有能,･292竹屋光久,293五条為J乱 294誤松資清,295平松時宜,
296添谷為免 297水銀瀬氏借,298正親町三条突昭,299唐橋在札
300白川雅喬王,301船橋相賢,302伏原質息 303倉橋泰畠 304樋
口信鼠 305花園央瀞.306岩舟兵乱 307放小路俊魚,308掘河則嵐
309中国季定

【神社 1】500替田八幡宮
【浄土 21715増上寺,717大樹寺
〔一向 4】1381･1382･1383専修寺.1384仏光寺
[臨済 8】1660金地院,1661天竜寺,1662相国も 1663建仁寺.1664東福島

1665万寿も 1724大穂も 1725妙心寺
〔比丘尼15】1791宝銃亀 1792宝慈院,1793継孝院.1794光風院,1795虫花院,

1796禅知院 1797入江,1798大慈院,1799志聖院,1800瑞花院,
1801慈受配 1802大聖も 1803総持院,1804法華も 1805英勝寺

BP 日下先取 苔止 ｢状如件｣ 〔7〕
【門跡 1】237大乗院坊官井諸役者
【神社 4】347伊勢大神宮,361伊賀八幡宮,368鶴岡八略宮,526下諏訪大明神

社

【天台 2】1189国妖寺,1232滝山寺東照宮



表 4(競き)

CP 日付次行朱印,壱止 ｢状如件｣ 〔1〕
【神社 1〕490興福寺

BQO 日下先取 書止 ｢者也 仇如件｣宛所 〔120〕

[公家 34〕262菊亭内室,264広橋貞光,310河鰭突陳,311裏辻実景,312ヰ成

定淳,313清水谷公栄,314大官季光,315七条隆惰,316冷泉為清,

317野官定縁,318四条隆音,319難波宗量,320鷲尾隆升 321山本

実富,322冷泉為元,323梅園季保,324西大路隆郷,325姉小路公量,

326橋本公綱,327久世通俊,328高辻堂長,329酉洞院時成,330武

者小路公種,331日野西国豊,332庭田雅秀,333柿笥隆賀,334梅漢

英通,335青田兼英,336勘解由小路資忠,337富小路永貞,338甘露

寺方長,339萩原員従,340土御門春福,341山科持言

【神社 9】497住寺社,499武園社,501上賀茂社,502八幡宮 (宇佐),681石清

水八幡宮-書法寺,682同-善法寺,683同一新書 法寺,684同一田

中,685同一壇

[浄土 11】716伝通院 718光明肴 719大光院,720宝台院,721金成光明寺,

722倍光明寺,723松応寺,724立政亀 725智恩寺,726円福寺,727

苦節寺

【日蓮 12】868久遠も 869本門寺 ･妙本島 870木国も 871法華経守,872弘
法亀 873法華寺 (伊豆),914鏡忍者 915法華寺 (武蔵),916誕生
寺,920本土寺,923本成毛 924本館寺

[真言 7〕954知積院,955長谷寺小池賂 956知足院.1078金剛峯専一衆徒,
1080京島 1081神護も 1082内山寺

【天台 9】1182大山寺,1183知楽院,1184長英亀 1185多武峯,1188千妙寺,

1227金環寺,1228宗光亀 1229真光寺,1230養源院

〔法相 2】1301･1302東大寺

【時宗 1】1306清浄光寺

【律宗 4],1348招捉寺,1349西大寺,1350長雨寺,1351遍照心院

[曹洞 ,15〕1398総撃も 1399洞芳院,1400法禅も 1401耕山寺,1402慈眼寺,
1403妙応亀 1404雲興寺,1405南明亀 1512竜穏寺,1513補陀寺,
1514大泉寺,1565大中寺,1583可睡瓦 1584大洞院,1585着済寺

【臨済 611666建長寺,1667円覚肴 1668寿福も 1669浄智寺,1670浄妙寺,

1671足利学校

【院家 10〕1818理証院,1819勝宝院,1820若王子,1821其乗院,1822其光院,

1823金剛王院,1824理性院,1825報恩院,18?6項書院,1827無量寿
院

CQO 日付次行朱印,書留 ｢者也,併如件｣宛所 〔4〕

【神社 4〕495江戸山王権現社,496香取明神社,498松尾社,503白鳥宮

CQ 日付次行朱乳 香止 ｢者也,Di如件｣ 〔304〕

【神社 109】348-360,362-367,369-389,504-525,527-573

【浄土 221728-749

【日蓮 9】874-877,913,917-919,925

【真言 391957-965,968-972,974,976,979,980,1083-1103

[天台 3811186,-1190-1206,1233-1252

【法相 311303-1305

【時宗 5】1307-1311

史
料
館
研
究
紀
要

第

｢
三
号

四



表 4(続き) -1､

髄
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
古
学
的
研
究

(大
野
)

五

【待宗 8】1352-1359
【一向 5〕1385-1389
【管洞 33〕1406-1425,1515-1520,1567,1569,1586-1590
【臨済 28】1672-1683,1726-1741
【比丘尼 5】1806-1810
BRO 日下朱印,苔止 ｢老也｣宛所 〔5〕
･【公家 2】342竹内惟J乱 343藤波景忠
【神社 2】393伊勢大神宮額法度一内宮年S,394同一外宮年寄
【比丘尼 1】1812瑞花院
CR 日付次行朱印,宙止 ｢老也｣宛名 〔1〕
【日蓮 1〕922祝音院
DRO 日付二行割次行朱乳 香留 ｢老也｣宛所 〔2〕

【公家 21344土山武鼠 345調子武忠
CR 日付次行朱臥 喜止 ｢者也｣ 〔1.042〕
【神社 235】390-392.395-429.431-489,491,493,494.574-680,686-713
【浄土 1191249不断光院,750-867
【日蓮 64】878-912,921,921,926-953
【其言 180】966,967,973,975,977,978,981-1076,1077金剛峯も 1079.

1104-1179
I【天台 6811207-1226,1253-1300
【時宗 36】1312-1347
【待宗 2111360-1380
〔一向 8〕1390-1397
【雪洞 21311426-1511,1521-1564.1566,1568.1570-1582,1591-1658
【臨済 89】1684-1723.1742-1790
【比丘尼 6】1811,1813-1817
[院家 2】1828.1829
､【集物 1】346･1836共人
DR 日付二行割次行朱臥 沓止 ｢老也｣ 〔6〕

【先物 611830-1835

(江) 〔 〕内は並数,番号はr克文朱印留Jl史料番号●主実なもの以外は史料番号のみで寺社名を省
略した.



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

冊
に
､
天
保
<
年

(
1
八
三
七
】
十
二
月
､
将
軍
家
慶
の
代
替
わ
り
襲
職
に
あ
た
っ
て
の
朱
印
状
発
給
手
続
に
関
す
る
親
定
が
あ
る
｡
そ
の

中
に
､

1
摂
家
大
臣
謂

柑

親
王
家

官
門
跡
万

一
清
花
大
臣

摂
家
大
中
納
言

1
名
家
内
府

清
花
大
中
納
言

一
名
家
大
中
納
言
参
議
等

1
非
参
議

蔵
人
頭

一
名
家
中
少
将

侍
従

弁

一
五
位

六
位

御
朱
印
釦

と
の
へ

御
朱
印
よ
-
余
程
下
り

と
の
へ

但
如
件
の
文
字
な
し

(19
)

と
い
う
､
公
家

･
門
跡
宛
朱
印
状
の
書
式
規
定
が
あ

る
｡

こ
の
規
定
は
寛
文
五
年
頗
布
の
さ
い
に
確
定
し
た
と
思
わ
れ
､
書
式
は
大
差
は
な
い
が
､
家
康

･
秀
忠
の
書
式

･
書
札
礼
は
不
統

一
で

(20
)

あ
る
｡
寛
文
五
年
公
家
宛
の
四
例
を
口
絵
写
真
に
収
め

た

｡

9
は
摂
家
内
大
臣
近
衛
基
黙
宛
判
物

(日
下
韓
花
押
)
で
､
文
中

｢
御
知
行
｣

の
語
､
宛
所
書
き
出
し
は

｢
月
｣
字
'
殿
文
字

｢
為
｣
で
あ
る
0
10

は
名
家
前
権
大
納
言
三
条
西
実
数
宛
朱
印
状
で
､
文
中

｢
銃
撃
｣
の

語

(以
下
同
じ
て

宛
所
書
出
し

｢
三
｣
字
､
殿
文
字

雇
｣
と
変
わ
る
.
11
は
前
権
中
納
言
六
条
有
和
宛
で
書
出
し

｢
三
｣
字
中
央
､
殿
文

字

｢N
y｣
に
下
る
｡
12
は
参
議
竹
屋
光
久
宛
朱
印
状
で
書
出
し

｢
日
｣
字
､
殿
文
字

｢ろ
｣
と
な
る
｡
さ
ら
に
侍
従
は
書
出
し

｢
日
｣
字
､

殿
文
字

｢
と
の
へ
｣
と
な
る
｡

こ
の
ほ
か
極
め
て
詳
細
な
書
式

･
書
札
礼
が
定
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
､
基
本
的
に
は
貞
享
の
時
と
同
様
で
あ
ろ
う
か
ら
'
そ
の
説

明
は
後
掲

｢
兵
事
御
判
物
御
朱
印
改
記
｣
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

御
詩
御
書
判

御
請
御
書
判

御
書
判

御
朱
印

御
朱
印

殿 殿 殿 殿 殿



綱
菅
の
兵
事
元

･
二
年

(
)
六
<
四
･
室

の
公
家

･
寺
社
宛
髄
知
判
物
の
書
式
は
t
r点
字
御
判
物
御
朱
印
改
記
｣
に

｢
御
判
物
御
朱
印

御
文
言
之
次
第
'
先
御
代
寛
文
五
年
如
先
例
無
相
追
格
式
定
之
如
左
｣
と
あ
っ
て
'
究
文
の
先
例
を
踏
襲
L
t
文
言
に

｢寛
文
五
年
七
月

十

一
日
｣
等
の
先
判
の
日
付
が
加
わ
る
の
が
原
則
と
い
え
よ
う
｡

大
名
宛
の
判
物
の
殿
文
字
へ
領
知
判
物
の
殿
文
字
に
僅
か
の
差
が
あ
っ

て
､
寛
文
よ
り
も
心
持
ち
蒋
礼
と
な
っ
た
感
じ
も
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
膏
宗
以
後
は
先
判
の
年
月
日
を
い
ち
い
ち
記
さ
ず

｢
依
当
家
先
判
之
例
｣
に
変
え
､
以
後
こ
の
方
式
が
定
着
す
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
書
宗
の
時
い
く
つ
か
の
寺
社
の
苔
止
め
が

｢
老
也
､
併
如
件
｣
か
ら

｢
状
如
件
｣
と
厚
礼
に
替
わ
っ
て
い
る
｡

こ
う
し
て
み
る
と
､
慣
知
判
物

･
朱
印
状
の
書
札
礼
は
寛
文
期
に
確
立
し
た
い
え
よ
う
｡
尤
も
駿
安
期
の
家
光
の
そ
れ
も
ほ
ぼ
家
綱
の

例
に
近
い
と
い
え
る
が
､
正
文
も
少
な
く
小
寺
社
の
故
を
も
っ
て
確
言
は
で
き
な
い
｡
寛
永
以
前
の
習
札
礼
は
混
乱
し
て
い
る
こ
と
を
既

(2
)

(gS)

に
述
べ
た
が
､
寛
永
十
三
年
の
河
内
道
明

寺
や

鎌
倉
東
段

寺

宛

の
も
の
は
和
様
撰
文
で
容
か
れ
て
い
る
｡
本
来
'
尼
寺
宛
は
仮
名
交
り
文

で
あ
る
べ
き
で
'
寛
文
期
は
一
つ
の
例
外
も
な
い
｡
し
か
し
寛
永
以
前
は
尼
寺
宛
の
仮
名
交
り
文
も
あ
る
の
で

一
定
し
て
い
な
い
こ
と
が

判
る
｡
最
後
に
､
以
上
の
よ
う
な
寛
文
期
に
お
け
る
書
札
礼
確
立
は
'
右
筆
の
久
保
正
之

･
正
永

･
正
貞
父
子
の
力
に
よ
る
の
で
あ
り
､
儒
者

(23
)

林
春
信
と
人
見
友
元
宜
卿
が
こ
れ
に
協
力
し
た
と
想
像
し
て
お
き
た

い
｡

注(エ

国
立
史
料
館
所
蔵
浄
軽
家
文
事
｡
な
お
室
町
期
の
檀
紙
の
大
き

さ

(縦
三
二
二
】な
い
し
三
六
･
五
セ
ン
チ
'
横
五
一
二
二
な
い

し
五
七
･
八
セ
ン
チ
)'
厚
さ

(〇
･
一
な
い
し
〇
二
二
-
リ
以

上
)
に
比
較
し
て
退
か
に
大
き
-
厚
-
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る

(上
島
有
l｢中
世
の
檀
紙
と
御
判
御
教
至

-
百

本
歴

史
｣
三
六

鱗
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
番
学
的
研
究

(大
野
)

三
)｡

(2
)

前
掲

r社
寺
領
性
質
の
研
究
し
所
収
写
其
版
'
九
六
号
証
･
八

九
号
証
｡

(3
)

国
立
公
文
沓
館
内
閥
文
庫
所
蔵

r御
朱
印
帳
｣
一

(4
)

佐
藤
進
T
r盲
文
事
学
入
門
J
一
七
一
頁
｡

(5
)

上
島
有

r室
町
耳
府
文
事
｣
(r日
本
古
文
昏
学
講
座
J
4
中
世

二
七



(6
)

へ7
)
へ8
)
へ且

へ

10
)

史
料
儲
研
究
紀
要

廃

.二
二
号

編
.-
'
お
よ
び
佐
藤
前
掲
書
｡

国
立
史
料
館
研
究
会
'
･上
島
有

｢中
世
古
文
書
学
の
課
題
｣
の

報
告
資
料
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
｡

′
相
田
二
郎

｢戦
国
大
名
の
印
章
J
(相
田
二
郎
著
作
集
2
)

｢内
閲
文
庫
未
刊
史
料
細
目
｣
上

｢社
寺
領
性
質
の
研
究
し
一
〇
三
頁

武
蔵
国
横
沢
郡
国
済
寺
(三
〇
石
)
･
埼
玉
郡
浄
音
寺
(三
石
)
･

豊
島
郡
宗
参
等
二

〇
石
丁

橘
樹
郡
高
畠
村
不
動
堂
三

〇
石
丁

多
摩
郡
吉
祥
院

へ二
〇
石
)
･
相
模
国
淘
綾
郡
虫
窪
村
天
神
社

二

石
)
･
大
住
郡
上
糟
屋
村
山
王
宮

(
1
石
五
斗
)
･
愛
甲
郡
中
依
知

村
浅
間
社

(こ
石
∵

恩
名
村
三
島
大
明
神

〓

石
)
･
上
依
知
村

赤
城
大
明
神

〓

石
)
･
同
郡
金
剛
寺

(玉
石
)
･
鎌
倉
郡
浄
智
寺

(]ハ
貫

1
四
〇
文
)
･
浄
光
明
寺

(四
貫
八
〇
〇
文
)
･
安
養
院

〓

一貫
六
〇
〇
文
)
二
二
浦
郡
浄
楽
寺

へ三
石
)
･
能
永
寺

(三
石
)
･

東
福
寺
(ニ
石
丁

大
昌
寺

(ニ
石
)
･
上
官
田
村
笹
塚
不
動
堂
(ニ

石
∵

上
総
国
周
准

郡
建
暦
寺

〓

玉
石
∵

埴
生
郡
大
林
寺

二

〇
石
∵

上
野
国
緑
野
郡
般
若
浄
土
院

三

〇
石
)
｡

(5
)
(18
)
へ19
)

へ8
)
へ21
)
(22
)
へ23
)

国
立
公
文
香
館
内
開
文
庫
所
蔵

r
徳
川
家
判
物
搾
朱
黒
印
｣

r諸
国
寺
社
朱
印
状
集
成
｣
四
一
-
四
二
頁

同
右
四
二
-
四
四
頁

r転

｢貞
享
御
判
物
御
朱
印
改
記
｣
.

国
立
公
文
昏
館
内
開
文
庫
所
蔵

｢御
朱
印
作
法
育
｣

｢御
朱
印
.S
J

l
｡
な
お
津
隆
信
政
宛
と
松
平
輝
綱
宛
領
知
目

録
上
包
み
に
は
'
と
も
に

｢領
地
之
目
録
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

国
立
史
料
館
津
軽
家
文
書

｢貞
享
御
判
物
御
朱
印
改
記
｣

｢内
聞
文
庫
未
刊
史
料
細
目
｣
上

｢徳
川
家
判
物
井
朱
黒
印
｣

解
説
｡
国
立
公
文
事
館
内
閣
文
庫
所
蔵

同
右
.

r諸
国
寺
社
朱
印
状
集
成
J

二
二
〇
買
｡

久
保
正
之
は

｢書
札
法
名
式
｣
三
面

､
｢手
札
略
法
｣
三
冊
∵

r審
札
心
得
書
〓

1冊
'
正
永
は

｢当
用
書
札
｣
1
0
冊
'
正
月
は

｢書
式
日
用
集
｣
三
冊
､
｢書
札
｣
〓
一冊
の
編
著
が
あ
る

(｢新
訂

寛
政
重
修
諸
家
譜
J
第
十
六
㌧
二
〇
〇
き

｡
儒
者
林
春
信
は
寛

文
､
人
見
友
元
は
寛
文
と
貞
享
に
朱
印
攻
を
勤
め
た
が
'
春
信
の

父
道
春
信
勝
は
寛
永
十
三
年
九
月
寺
社
朱
印
の
こ
と
を
あ
ず
か
り

議
L
t
弟
春
常
信
籍
は
貞
事
の
朱
印
攻
に
あ
ず
か

っ
た
｡
以
後
代

替
わ
り
ご
i
J
に
こ
れ
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
･9
る

向
春

第
十
二
'
三
九
〇
-

三
九
六
頁
)｡

結
び
に
か
え
て
ー
寛
文
印
知
の
歴
史
的
意
義

寛
文
四

･
五
年

一二
六
六
四
･
室

家
綱
の
領
知
判
物

･
朱
印
状

･
日
録
の
書
式
は
'
宛
先
で
あ
る
大
名

･
公
家

･
寺
社
の
官
位
や
格
式
'



伝
統
的
歴
史
的
な
階
層
序
列
と
寺
社
本
末
関
係
に
則

っ
た
整
然
と
し
た
位
階
制
的
嗣
成
に
対
応
し
た
昏
札
礼
の
完
成
を
表
現
し
て
い
る
｡

そ
の
事
札
礼
は
秀
書
や
､
家
康

･
秀
忠

･
家
光
の
徳
川
三
代
に
比
較
す
る
と
縛
礼
で
あ
る
が
'
地
下

(折
紙
使
用
)
以
外
に
は
大
き
-
厚
い

大
高
檀
紙
の
竪
酪
使
用
に
荘
重
性
と
あ
い
ま
っ
て
'
相
対
的
に
将
軍
権
威
を
高
め
る
劾
鼠
を
む
た
ら
す
も
の
で
あ

っ
た
｡

換
言
す
れ
ば
､

将
軍
権
力
の
強
化
､
権
威
の
確
立
を
反
映
し
た
書
札
礼
が
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
｡

こ
の
喜
札
礼
は
綱
書
も
掩
袈
し
た
が
ヘ
音
宗
に
至

っ

て
ほ
ぼ
五

〇
石
以
上
の
寺
社
宛
の
召
止
め
が
厚
礼
な
も
の
に
修
正
さ
れ
た
｡

こ
れ
に
対
し
'
家
康

･
秀
忠

･
家
光
の
場
合
に
は
'
宛
先
の

位
階
と
書
札
礼
が
必
ず
し
も
照
応
せ
ず
混
乱
が
あ

っ
た
と
い
え
る
｡

領
知
判
物

･
朱
印
状
は
室
町
幕
府
の
御
判
御
教
書
の
泉
譜
を
引
く
も
の
で
'
公
帖
も
同
様
で
あ
る
｡

た
だ
し
'
戦
国
大
名
の
印
乳
状
使

用
や
､
信
長
･
-
秀
書
の
折
紙

･
朱
印
状
多
用
の
方
式
の
影
響
を
受
け
､
と
り
わ
け
家
康
の
場
合
そ
れ
が
田
著
で
あ
る
｡

し
か
し
幕
滞
制
国

家
の
確
立
に
従
い
'
御
判
御
教
召
町
様
式
が
復
活
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
は
'

江
戸
恭
府

-
徳
川
将
軍
が
室
町
茶
府
-

足
利
将
軍
の
正
統
な

継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
せ
ん
が
た
め
と
思
わ
れ
､
こ
れ
に
印
判
状
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
､
判
物

･
朱
印
状

･
恩
印
状
と
い
う
序

列
を
生
じ
た
の
で
あ
る
｡･

次
に
へ
大
名
宛
と
公
家
宛
の
判
物

･
朱
印
状
の
容
札
礼

(判
物
･
朱
印
状
の
別
､
宙
止
め
'
殿
文
字
)
を
比
較
し
ょ
う

(記
号
は
設
4
参
府
)｡

i
(
公
家
)

(
大
名
.)

…
…
縞

最

大
納
言

(花
山
院
)

""
:
)
紅

摘
花
大
納
言

.
名
家
准
大
臣

(
広
橋
)

…‖)負

各
家
以
下
大
納
言

･

中
納
言

B
P

亥

三
位
中
将

餌
知
判
物
▲
朱
印
状
か
古
文
召
学
的
研
究

(大
野
)

Y
P

Ny二
九



史
料
飽
研
究
紀
要

第

1
三
号

参
議

･
三
位

(非
参
議
)

侍
従

･
中
将
以
下
四

･
五
位

地
下

B
P

良との
へ

四
位
中
将

･
少
将

四
位
侍
従

四
品

･
五
位
無
官

(十
万
石
以
上
)

〝

(十
万
石
以
下
)

右
に
示
し
た
よ
う
に
､
公
家
が
比
較
的
に
官
位
が
高
い
の
で
大
名
に
比
し
厚
礼
で
あ
る
｡
し
か
し
大
名
と
公
家
が
同
等
官
位
の
場
合
は
､

判
物

･
朱
印
状
の
別

･
書
止
め
･
殿
文
字
も
大
名
の
万
が

一
､
二
段
階
厚
礼
で
あ
る
｡
そ
れ
は
単
に
石
高
の
大
小
に
よ
る
の
で
は
な
く
て
､

位
階
制
的
編
成
に
お
い
て
も
武
家
の
優
位
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
｡

家
綱
が
将
軍
宣
下
後

三

1年
に
し
て
大
名
に
､

一
四
年
で
公
家

･
寺
社
の
印
知
を
行
っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
｡
次
の

綱
舌
が
四
年

･
五
年
後
'
家
宣
が
三
年
後

(公
家
･
寺
社
は
準
備
の
み
)､
舌
宗
以
降

一
､
二
年
後
に
印
知
を
実
施
し
た
こ
と
に
比
べ
れ
ば
'
相

当
の
年
月
を
要
し
た
と
い
え
る
｡
し
か
も
徳
川
家

1
代
先
判
で
五
〇
石
以
下
の
寺
社
に
対
す
る
印
知
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
｡
け
れ
ど

も
､
寛
文
四

･
五
年
に
ほ
は

1
斉
に
逝
日
安
堵
を
実
施
し
'
書
札
礼
を
確
立
し
た
こ
と
は

｢寛
文
印
知
｣
と
い
う
政
治
的
支
配
の
1
階
梯

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
さ
て
家
光
の
場
合
は
､
大
名
宛
に
は
寛
永
十

一
年

(
〓
ハ
三
四
)
八
月
四
日
ほ
か
へ
寺
社
宛
に
は
同

十
三
年
十

一
月
九
日
の
印
知
時
期
の
中
核
が
あ
る
し
､
小
寺
社
な
い
し
遠
国
寺
社
宛
は
さ
ら
に
庚
安
元
二

一年

(
〓
ハ
四
八
･
九
)
の
大
量

疏
布
が
み
ら
れ
.る
｡

こ
の
点

一
斉
頗
布
に
近
い
が
､
な
お
将
軍
任
期
の
全
期
間
を
通
じ
て
区
々
の
安
堵
が
あ
り
,
し
か
も
公
家
宛
の
印
知

は

一
切
無
か
っ
た
｡

慣
知
判
物

･
朱
印
状
の
宛
所
は
'
大
名

･
公
家
は
個
人
名
で
あ
り
､
神
社
宛
も
上
巻

(封
紙
)
に
は
神
官
の
名
が
記
さ
れ
､
寺
院
も
住
持

､の
僧
位
僧
官
に
よ
っ
て
書
札
礼
を
変
え
る
の
で
あ
る
｡
も
ち
ろ
ん
大
名

･
公
家
宛
の
も
の
は
'
従
五
位
下

･
四
品

･
少
中
将

･
参
議

･
大

中
納
言

･
大
臣
な
ど
そ
の
時
の
官
位
に
応
じ
へ
門
跡

･
比
丘
尼

(鳳
門
壁

も
住
持
の
出
身
家
の
家
格
に
従
っ
て
書
札
礼
が
準

え
ら
れ
る
｡



大
名
は
当
主
の
死
亡
の
さ
い
生
前
の
願
い
出
に
よ
っ
て
家
督
が
許
さ
れ
'
新
た
に
判
物

･
朱
印
状
が
交
付
さ
れ
る
｡
ま
た
将
軍
も
代
替
り

に
さ
い
し
て
継
目
安
堵
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
按
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
｡
従
っ
て
将
軍
と
大
名

･
公
家

･
寺
社
の
支
配
関
係
は
人
格
的
な

性
格
を
も
つ
と
い
え
よ
う
｡

た
だ
し
将
軍
と
大
名
は
主
従
制
に
基
づ
-
も
の
で
あ
る
が
､
公
家

･
寺
社
は
迎
い
が
あ
ろ
う
｡
室
町
期
の
将
軍
足
利
氏
も
'.

織
田
･
豊

臣

･
徳
川
の
諸
氏
も
､
支
配
下
の
寺
社
髄
を
安
堵
し
寄
進
を
行
っ
た
が
'
こ
れ
に
よ
っ
て
寺
社
を
支
配
下
に
収
め
た
の
み
な
ら
ず
､
国
家

に
よ
る
寺
社
祭
紀
権
を
手
中
に
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
｡
朱
印
状
文
言
中
に

｢
国
家
安
泰
可
抽
憩
祈
｣
｢
可
専
神
事
祭
礼
｣
｢
仏
法
紹
隆
無

怠
慢
可
動
仕
｣
な
ど
の
語
が
入
る
所
以
で
あ
る
｡
従
っ
て
こ
れ
ら
寺
社
に
は
公
儀
か
ら
修
復
料
を
支
出
し
'
大
規
模
な
造
営

･
普
請
の
さ

い
は
､
大
名
手
伝
な
ど
普
請
役
の
発
動
に
よ
っ
て
国
家
的
に
護
持
し
て
い
く
｡
そ
し
て
そ
の
頂
点
に
'
日
光
山
･
寛
永
寺

･
久
能
山
や
'

比
叡
山
･
無
量
寿
寺

(仙
波
亭
多
院
)
な
ど
家
康
や
天
海
ゆ
か
り
の
寺
院
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
苗
札
礼
が
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

〔史
料
紹
介
〕

債
知
判
物

･
朱
印
状
の
召
式
等
に
つ
い
て
は
へ
国
立
公
文
古
館
内
閣
文
雄
所
蔵

｢
御
朱
印
帳
｣
(r党
文
朱
印
望

の
同
機
典
杢

の
第

1
冊

冒
頭
に
御
朱
印
之
符
案
が
あ
り
へ
売
文
期
の
も
の
の
大
凡
を
知
り
う
る
｡
し
か
し
､
こ
こ
に
紹
介
す
る

｢
点
等
御
判
物
御
朱
印
改
記
｣

1

冊
は
同
じ
く
同
文
庫
所
蔵
本
で
あ
る
が
､
貞
享
元

･
二
年
の
大
名

･
寺
社

･
公
家
領
に
対
す
る
綱
書
の
継
目
安
堵
d
手
続
き
と
朱
印
状
の

書
式
を
詳
細
に
記
録
し
た
写
本
で
あ
り
､
売
文
印
知
の
手
続
き
と
容
式
等
を
推
測
す
る
の
に
資
重
な
史
料
で
あ
る
故
に
､
全
文
を
翻
刻
紹

介
す
る
こ
と
と
す
る
｡
漢
字

･
局
体
仮
名
を
当
用
漢
字

･
平
仮
名
に
改
め
た
ほ
か
へ
若
干
の
統

1
を
行
っ
た
が
､
で
き
る
だ
け
忠
実
に
翻

刻
し
､
人
名
等
に
傍
注
を
施
し
た
｡
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
国
立
公
文
書
館
に
謝
意
を
表
し
た
い
｡

な
お
'
末
尾
の
通
数

･
冊
数
記
載
か
ら

『寛
文
朱
印
留
』
と
同
種
の
い
わ
ば

『貞
事
朱
印
留
』
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
り
う
る
が
､
現

領
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
召
学
的
研
究

(大
野
)

≡
l



史
料
館
胡
究
紀
要

第

二
二
号

在
の
と
!)
ろ
そ
の
伝
存
は
知
る
こ
と
が
な
い
｡

貞
享
御
判
物
御
朱
印
改
記

全

貞
享
元
子
年
二
月
十
六
日

1
御
座
間
圭

臥
節

守

･
本
多
淡
路
守
被

召
出
之
･
壱
万
石

(息
周
)

以
上
之
面
々
井
寺
社
之
輩
領
知
之

御
判
物

御
朱
印
可
被
下

付
而
奉
行
被

仰
付

三
月
朔
日

(信
弟
)

(宜
卿
)

一
林
春
常

･
人
見
友
元

･
森
新
兵
衛

･
中
村
平
右
衛
門

･
木
目
勝

左
衛
門
'
両
奉
行
二
差
添
､
御
朱
印
御
用
可
相
勤
之
旨
被

仰

(忠
昌
)

(息
胡
)

付

上
意
之
壁
戸
田

山

城

守

伝
之
'
大
久
保

加

賀

守

･
阿
部
豊

(正
式
)

(正
英
)

(喬
朝
)

後
守

･
堀
田
対
馬
守
･
秋
元
摂
浮
守
列
座
鮒
豊

憲

崖

覚

一
壱
万
石
以
上
之
面
々
江
領
知
之

御
朱
印
被
下
付
而
土
屋
相
模

守

･
本
多
沃
路
守
奉
行
被

仰
付
事

一
御
代
々

御
朱
印
所
持
之
面
々
者

御
朱
印
に
写
を
差
添
出

之
､
右
両
人
御
朱
印
拝
見
之
上
写
を
可
被
相
渡
､
勿
論
国
郡
郷

村
高
辻
江
帳
面
可
被
差
出
之
､
亦

御
朱
印
無
之
衆
は
国
郡
郷

村
領
知
之
高
委
細
江
南
入
江
可
被
渡
之
事

ノ

一
御
朱
印
之
外
御
加
増
拝
領
或

御
朱
印
有
之
両
所
替
之
面
々
井

御
朱
印
高
之
内
債
知
分
侯
面
々
'
其
旨
趣
兵
書
注
両
人
迄
可
被

差
上
之
事

右
之
外
可
被
相
窺
儀
は
両
奉
行
江
可
被
東
之
者
也

千
三
月
廿
三
日

右
之
通
以
小
奉
書
統
弐
首
五
拾
通
調
之

三
月
廿
三
日

一
右
之
覚
書
山
城
守
宅
江
在
国
在
府
之
諸
大
名
之
留
守
居
呼
寄
被

相
渡
之

一
相
模
守

･
淡
路
守
宅
江
寄
合
日
を
定

三
日
ー
十

1
日

十
六
日

十
九
日

廿

1
日

廿
六
日

廿
九
日

此
外
臨
時
之
寄
合
及
数
日

三
月
廿
九
日



一
今
日
寄
合
始
'
相
模
守
宅
江
決
路
守
其
外
春
常

･
友
元

･
新
兵

衛

･
平
右
衛
門

･
勝
左
衛
門
従
早
朝
伺
公
'
諸
大
名
之
使
者

御
判
物

御
朱
印

･
領
知
目
録
写
共
二
井
郡
村
之
帳
持
参
<
両

挙
行
拝
見
之
上
'
春
常

･
友
元
等
遂
校
合
写
留
任
之
'
本
m
は

直
二
返
達
之
俵
'
此
後
淡
路
守
宅
江
茂
寄
合
替
々
作
法
同
前
也

一
三
月
廿
九
日
寄
合
初
七
月
廿

一
日
迄

御
判
物

御
朱
印

･
領

知
目
録
之
写
井
郡
村
帳
請
取
之
､
畢
而
於
新
兵
街
宅
御
文
言
令

吟
味
､
今
度
初
而
被
下
置

御
判
物

御
朱
印
'
且
又
不
分
明

儀
著
老
中
江
南
奉
行
伺
之
書
改
之
'
其
後
惣
御
右
筆
中
江
割
渡

清
書
調
之
'
新
兵
荷
宅
二
両
校
合
仕
'
其
上
両
奉
行
よ
り
春

常

･
友
元
江
差
迫
文
字
等
吟
味
之

1
御
判
物

御
朱
印
謂
之
筆
者

本

日

権
左
衛
門

柴

田

助
右
衛
門

矢

部

加

兵

衛

奥
御
右
筆

跡

部

暮
右
衛
門

関

根

孫
左
衛
門

団

安
左
衛
門

田

権

十

郎

大

場

太
左
街
門

蟻

川

彦
左
衛
門

杉

浦

源
右
衛
門

大
河
内

十
太
夫

杉

浦

半
左
衛
門

鈴
木
甚
五
左
衛
門

杉

浦

与
右
衛
門

飯

高

一
郎
兵
衛

芦

屋

清
左
衛
門

小

嶋

彦

四

郎

飯

高

七
左
衛
門

建

瓢

与

兵

衛

渡
辺
四
郎
右
街
門

斉

田

菩

兵

衛

斉

田

久

太

郎

鈴

木

彦

八

郎

大

橋

左

兵

衛

賀
茂
官
庄
右
街
門

松

野

文
右
街
門

曽

雌

権
右
衛
門

賀
茂
官
菩
右
衛
門

大

岡

兵

九

郎

慣
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
昏
学
的
研
究

(大
野
)

御
朱
印
役
人

森

新

兵

衛

中

村

平
右
衛
門

本

日

勝
左
衛
門

右
三
拾
弐
人

御
判
物

御
朱
印
井
領
知
目
録
調
之

御
判
物

御
朱
印
御
文
言
之
次
第

一
充
行
之
託
'
全
可
被
領
知
之
状
如
件

四
位

袈

中
将
4

御
判
讐

欝

ハ
讐

御
判
可
芝

一
充
行
之
詑
'
全
可
令
餌
知
之
状
如
件

四
位

越
前
少
将
4

御
判

一
充
行
之
託
､
全
可
領
知
之
状
如
件

四
位

安
芸
侍
従
と
の
へ

御
判

一
充
行
之
記
'
全
可
令
領
知
者
也
'
竹
如
件

弐
万
石

四
品

織
田
内
記
と
の
へ

御
朱
印

拾
壱
万
石
従
五

位
下

松
平
越
中
守
と
の
へ

御
判

･･,

三
三



史
料
館
研
究
紀
要

第

一
三
号

1
充
行
之
託
'

全
可
領
知
者
也
t

の
如
件

､
七
万
石
従
五
位
下

松
平
和
泉
守
と
の
へ

御
朱
印

一
拾
万
石
以
上
ハ
無
官
に
て
も

御
書
判

御
文
言
ハ
四
品
同

一
拾
万
石
以
下
之
四
品
ハ

御
朱
印

一
拾
万
石
以
下
ハ
令
ノ
字
除
之

御
朱
印

御
判
物
.

御
朱
印
充
所
高
下
之
次
第

.

年
号

苗
サ本
文

ニ

T
字
下
り

日
ノ下
mリ
七
分
下
り

董

蛋

九
月
廿

盲

○
認

諾

㌢

加

賀

四
位

中
将

Å

四
位

越
前
少
将
Å

安
芸
侍
従
と
の
へ

四
品

織
田
内
記
と
の
へ

従
五
位
下

､松
平
越
中
守
と
の
へ

従
五
位
下

松
平
和
泉
守
と
の
へ

】
御
先
判
有
之
ハ
年
号
月
日
苦
戦
之

1
御
先
判
有
之
TE
も
所
替
欺
分
知
有
之
は

御
先
制
不
用
之
'
又

御
先
判
無
之
に
は
如
前
々
充
行
之
託
-
容
之

1
億
知
内
分
は
内
何
程
は
誰
可
進
退
之
残
何
程
充
行
之
託
J･書
之

三
四

1
国
主
江
は
高
之
内
捨
石
ヨ
リ
下
ハ
除
之
.:
何
捨
石
余
-
書
之

1
侍
従
以
上
拾
万
石
以
上
江
は
斗
ヨ
リ
下
ハ
除
之
ハ

何
斗
余
-
書

′
之
▲
･

1
拾
万
石
以
下
ハ
升
ヨ
リ
下
ハ
除
之
'
何
升
余
-
書
之

.七
月
十
八
日
へ富
成
)

一
御
朱
印
奉
行
牧
野

因

幡

守

被

仰
付
之
'
是
は
当
月
十
日
二
土

.
畠
相
模
守
大
坂
御
城
代
依
被

仰
付
其
代
也

一
領
知
目
録
之
奥
告

右
今
度
被
差
上
郡
村
之
帳
面
相
改
､
及

上
聞
所
被
成
下
醐
謁

也
'
此
儀
両
人
奉
行
依
被

仰
付
執
達
如
件本

多

淡

路

守
息
当
判

貞
享
元
年
九
月
廿

一
日

牧

野

因

幡

守
宮
成
判

中
将

松
平

加
賀
守
殿

少
将

松
平
越
前
守
殿

侍
従

松
平
伊
予
守
戯

′

舶
語

m
>
Ji
松
平
越
中
守
忽



旭
詔

鍔
諺

松
平
和
泉
守
み

四
万
九
千
雪
リ
下
九
鬼
長
門
守
亀

1
枚
野
因
幡
守

･
本
多
決
路
守
領
知
日
銀
之
奥
容

今
度
壱
万
名
以
上
之
面
々
就
被
成
下
領
知
之

御
判
物
井

御

朱
印
'
其
方
与
本
多
淡
路
守
孝
行
被

仰
付
'
以
南
判
被
出
郡

村
之
目
録
託
'
依
之
両
人
知
行
目
録
者
各
加
印
判
老
也
'
仇
如

件
貞
享
元
年
九
月
廿
一
日

戸

田

山

城

守

印
判

.阿

部

豊

後

守

印
判

大
久
保

加
賀
守

印
判

牧
野
因
幡
守
亀

本
多
淡
路
守
灸

文
言
右
同
前

右
継
目
之
真
二
印
判
有
之

1
御
判
物

御
朱
印
御
文
言
井
領
知
目
録
笹
充
所
高
下
殿
文
字

先
御
代
寛
文
四
年
之
細
井
図
を
以
此
度
無
相
違
詞
之

十

一
月
十
三
日

御
判
物

御
朱
印
頂
戴
之
次
第

1
巳
后
刻
黒
畜
院

出
御
tT諸
大
名
如
左

1
人
充
出
座
之
'
奏
者

儲
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
容
学
的
研
究

(大
野
)

番
披
露
之
'

御
目
見

御
日
通
二
列
シ
テ
一
同

召
寄
'
領
知
之

御
判
物
故
下
之
旨
被
仰
含
退
座

少
将

(均
純
)

少
将

(摂
昌
)

侍
従

松

平
左

京

大

夫

松

平
出

雲

守

細

川

侍
従

(網
政
)

侍
従

(損
耗
)

侍
従

松

平
伊

予

守

宗

対

馬

守

織

田

(半
丁
欠
)

御
前
近
被

(網
利
)

越

中

守

(tZq
)

山

城

守

(棉
)
r徳
川
実
紀
｣
へ第
五
篇
)
に
よ
れ
ば
､
松
平
土
佐
守
豊
昌

･
佐
竹

右
京
大
夫
義
処

･
松
平
安
芸
守
細
長

･
松
平
下
絵
守
忠
弘

･
松
平

大
和
守
直
垣
･
上
杉
弾
正
大
弼
綱
窓

･
立
花
飛
騨
守
鑑
虎

･
松
平

大
蔵
大
輔
正
甫

･
森
伯
曹
守
長
武

･
丹
羽
若
狭
守
長
次

･
南
部
大

隊
大
夫
重
信

･
松
平
隠
岐
守
定
直

･
榊
原
虎
之
助
政
邦

･
酒
井
小

五
郎
忠
其

･
松
平
越
中
守
定
式

･
水
野
美
作
守
勝
種

･
戸
田
采
女

正
氏
定
が
御
前
で
御
判
物
を
給
わ
っ
た
旨
の
記
事
が
あ
-
'
こ
れ

ら
の
名
が
こ
の
半
丁
に
列
記
き
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
｡

右

1
同
出
席
'
作
法
同
前
'
畢
而

御
判
物
広
ま
こ
載
之

御

上
檀
江
出
之
脚
か
性
'
阿
部
豊
後
守
取
次
渡
之
'
順
三

人
充
出

座
頂
戴
之
､
但
侍
従
以
上
普
閲
之
内
'･
四
品
以
下
著
聞
之
外
ニ

テ
頂
戴
之

1
拾
万
石
以
下
之
面
々
沈
着
於
廊
下

御
朱
印
被
下
旨
豊
後
守

1

同
伝
之
'
加
賀
守
列
座
'
其
後
豊
後
守
閲
際
二
着
座
'

御
免

三
五



(長
胤
)
＼

小
笠
原
修
理
大
夫

(昌
胤
)

相

馬

弾
正
少
弼

(康
官
)

松

平

周

防

守

(重
堆
)

溝

口

信

濃

守

(直
武
)

井

伊

伯

看

守

(常
春
)

遠

藤

右
衛
門
佐

(政
信
)

六

郷

佐

渡

守

(宗
純
)

伊

達

宮

内
少輔

(倍

政)

分

部

隼

人

正

(政
信
)

市

橋
-下

総
一守

･(重
正
)

青

木

甲

斐
.守

(其
方
)

小
笠
原

備
中
守

(息
英
)

本

多

肥

後

守

松 本 松 松 南 小 宅 村 松 小 秋

平 多 平 平 部 由 利 良 平 出 田

芸裏芸季語 墓室霊重富毒雷至芸弼
(輝
季
)

信

濃
(英
安
)

備

前

松

平

丹

波

守 守 頭 介 守 守 守 守 正 守 守 守

本●一 土 大 池,堀 植 '大 鳥 水

多 柳 方 関 田 村 村 井 谷

(忠

正)

水

野

隼

人

正

(光
永
)

織

田

内

記

松

平

和

泉守
松

平

本

多

伊

東

遠
慮
之
儀
在

之
而列
座
無
之

.

四
品

(

信

久)
是
ヨ
リ
宋
諸
大
夫
又

ハ無官(乗
久
)

買裏芸萱鵡 霊警神 器垂警蔓夏雲芸垂霊垂芸垂
弼 守 正 守 守 亮 佐 守 助 亮 守 守 守

右
両
人

御
判
物
頂
戴
之
次
第
同
前
賃
.書
院

侍
従

(息

朝)

大
久
保

加賀守

御
朱
印

諸
大
夫

(重政)

喜
多
見

若狭守

右
之
通
頂
戴
之

十

一
月
十
五
日

少
将

(直
談
)

井
一伊

掃

部

頭

侍
従

へ正
客
)

保

科

肥

後

守

侍
従

(正
式
)

阿

部

豊

後

守

一
於
御
奥

御

判物
御
朱
印
被
下
之

右

1
人
宛
出

席頂戴
'
畢
而

史
料
館
研
究
紀
要

第

二
]1号

.､

印
広
蓋
二
二

載之､
豊
後
守
後
産

二
枚
野
田
幡
守

･
本
多
淡
路

守
在
之
而

一

通充豊
後
守
江
渡
之
､
左
之
順
々

御
前
江
被
召

出
之
散
開
之

外頂戴
之
'
豊
後
守
取
渡
之
'
但
戸

田
山
城
守
者

安 堀 堀 波 板 松 邪 朽 育,･牲
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霊室霊室兵裏芸毒鵡 慧毒霊鍔 萱芸事孟夏

守 守 部 郎 母 守 守 守 守 守

遠 山 昆 柳 堀 坂 三 土 土 土

山 口 代 生 田 木 浦 井 井 井

(重
点
)

修

理

亮

(政
亮
)

主

殿

頭

入
御

(息
位
)

越

中
対宗伊歪
馬宅豆空

虫

頑 蒜垂

守 守 守 記 守

式
部
少
輔

(利益
)

周

防
(利
知
)
内
(利
恵
)
記 守

北 永 高 酒 米 板 永 松 永 井
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.十

一
月
十
七
日

侍
従

(息
貞
)

戸

田
山

城

守

右
普
於

御
奥

御
判
物
頂
戴
之
指

㌍

柑
有
之

十

1
月
廿

1
日

御
判
物

御
朱
印
被
下
之
頂
戴
之
次
第

先
頃
病
気

少
将
(網
村
)

頃
日
参
勤

侍
従
(光
之)

松

平

陸

奥

守

松

平

右

衛

門

佐

右
壱
人
宛
出
座

御
目
見
葉
音
番
披
露
之
'
頂
戴
之
次
第
法
十

三
日
同
､
次
在
国
在
所
之
面
々
以
名
代
頂
戴
之

,

名
代
蜂
須
究
飛
騨
守

侍
従

(正
住
)

稲

菓
丹

後

守

名
代
稲
葉

出
羽
守

名代
毛
利

甲
斐
守

侍

従

(息
革
)

酒

井
河

内

守

右

順

被々

召

出御作
法
万
同
前

中
将

(綱
紀
)

松

平
加

賀

守

名
代
松
平
大
蔵
大
輔

少
将

(光
仲
)

松

平
相

模

守

名
代
松
平
伯
看
守

少
将

(網
島
)

松

平
越

前

守

名
代
松
平
中
務
大
輔

侍
従

.

(光
茂
)

松

平

丹

後

守

名
代
栓
平
信
浪
守

侍
従

(高
久
)

藤

堂
和

泉

守

名
代
藤
堂
図
昏

侍
従

(網
妬
)

松

平
決

路

守

中
将

(光
久
)

松

平
大

隅

守

名
代
松
平
薩
摩
守

少
将

(荊
行
)

松

平
摂

拝

守

名
代
松
平
出
雲
守

少
将

(頼
常
)

松

平
讃

岐

守

名
代
松
平
刑
部
大
輔

侍
従

(宗
利
)

伊

達
遠

江

守

名
代
伊
達
主
局

侍
従

(網
近
)

松

平
出

羽

守

名
代
松
平
上
野
介

侍
従

.

(青
就
)

松

平
長

門

守

四

品

(何

元)

有

馬
中

務大輔

名代
有

馬宮内

四

品

へ息

回)

本

多
中

務
大輔

名代
本

多弾正
少
弱

措

大
夫

(息

随)

酒

井
敬

負
佐

E
E品

(息蛭
)

小
笠

原
遠
江
守

名

代

小笠
原
備
中
守

四

品

(正
伸
)

堀

田

下

総

守

謂
大
夫

(串
述
)

英

田
伊

｣
且

守

名
代
英
田
勘
解
由

儲
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
宙
学
的
研
究

(大
野
)

話

大
夫

(息
平
)

本
多
下

野

守

名
代
本
多
能

監守

右
御
前
江
被

召
出
頂
戴
之
次
第
同
前

次

一
於
御
廊
下
領
知

御
朱
印
被
下
之
旨
豊
後
守
伝
之
'
加
賀
守

･

山
城
守
列
座
'

御
前
江

1
人
充
出
座
順
頂
戴
之
､
所
謂

先
頃
忌

四
品
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旗
)

先
S(坑

桔
大
夫
(何
せ
)

先
S(忌
紹

大
夫
へ涙
正
)

内

藤

左

京

亮

金

森

出

雲

守

太

田

備

中

守

話

大
夫
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英
)

.
措
大
夫
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知
)

堀

田
対

馬

守

秋

元

摂

拝

守

但
当
時
若
者
役

.

同
上

三
七
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四
品
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一

-

松

平
飛

騨

守

名
代
松
平
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四
品

へ息
房
)

J

松

平
主

殿

頭

名
代
松
平
彦
兵
衛

長

さ
米
語
大
夫
又
ハ
無
官
(昌
幸
)

奥

平

美

作

守

名
代
松
平
主
水
正

戸

汎
鞄

が

守

名
代
青
木

甲
斐
守

へ苗
魯
)

京

極
備

中

守

名
代
大
沢
右
京
大
夫

へ政
明
)

仙

石
越

前

守

.

.
名
代
仙
石
治
左
衛
門

へ借
庸
)

松

平
豊

前

守

.
名
代
松
平
但
馬
守

(長
短
)

浅

野
内

匠

頭

名
代
浅
野
隼
人

(長
岡
)

浅

野
式

部

少

輔

名
代
浅
野
大
助
､

(卦
益
)

本
▲多
飛

.辞

･
守

四
品

(正
明
)

松

平
若

狭

守

名
代
松
平
備
中
守

四
品

(行
隆
)

岡

部
内

膳

正

名
代
岡
部
美
濃
守

中

川
取

離

守

名
代
石
川
市
正

(銭
倍
)

松

浦
肥

前

守

名
代
松
浦
壱
岐
守

(泰
恒
)

加

藤

遠

江

守

名
代
加
藤
右
京

(tT
倍
)

I

内

藤

紀

伊

守

名
代
牧
野
長
門
守

(貴
通
)

稲

葉

右

京

亮

名
代
稲
葉
市
正

(清
純
)

有

馬
左

衛
門

佐

名
代
有
馬
七
之
助

(長
祐
)

小
笠
原

壱

岐

守

名
代
小
笠
原
佐
渡
守

(何
故
)

辞

軽
越

中

守

名
代
本
多
作
右
衛
門

(定
陳
)

松

平
駿

河

守

名
代
松
平
采
女

(息
則
)

鳥

居
左

京

亮

名
代
.鳥
居
久
大
夫

(息
晴
)

諏

訪
因

幡

守

名
代
諏
訪
安
芸
守

(t3
倍
)

秋

月
佐

渡

守

名
代
秋
月

長
門
守

(息
成
)

西

尾
隠

岐

守

名
代
西
尾

小
左
街
門

松

平
和

離

守

･名
代
松
平
将
監

へ明
英
)

加

藤

孫

太

郎

名
代
加
藤
内
匠

丹

羽
和

博

辱

名
代
丹
羽

権
兵
衛

(康
勝
)

三

宅
土

佐

守

名
代
三
宅

出
羽
守

三
八

名
代
津
軽
平
蔵

へ隆
辞
)

九

鬼
和

泉

守

名
代
池
田
庄
左
衛
門

(高
住
)

京

極
甲

斐

守

名
代
京
極
兵
部

へ久
芳
)

嶋

浄
式

部

少

輔

名
代
鴨
拝
八
郎
右
衛
門

(頼
段
)

土

岐
伊

予

守

名
代
土
岐
十
左
衛
門

(俊
長
)J

木
下
右
衛
門
大

夫

名
代
木
下
式
部

(重
明
)

稲

垣
信

濃

守

名
代
稲
垣
大
蔵

へ親
貞
)

堀

周

防

守

名
代

松
平
備
前
守
.

(合
定
)

木

下
肥

後

守

名
代
金
森
内
記

(貞
倍
)

小
笠
原

土

佐

守

名
代
小
笠
原
大
勝



(息
予
)

酒

井
石

見

守

名
代
酒
井
小
平
次

(重
隆
)

岩

城
伊

予

守

名
代
岩
城
采
女

(長
俊
)

森

対

馬

守

名
代

松
平
内
蔵
介

(盛
暢
)

五

鳴
佐

渡

守

名
代
松
平
民
部
少
輔

(延
良
)

西

郷
若

狭

守

名
代
西
郷
数
馬

(典
清
)

大
田
原

備
前

守

名
代
大
田
原
串
人

(正
佑
)

堀

長

門

守

名
代

頻
飛
騨
守

(政
宇
)

建

部
内

匠

頭

名
代
藤
掛
采
女

(有
重
)

小

出
大

隅

守

名
代
小
出

五
郎
助

(防
豊
)

_

佐
久
間

安

房

守

(政
粥
)

内

藤
右

近

大

夫

名
代
遠
山
主
殿
頭

(只
文
)

細

川
豊

前

守

名
代
細
川
玄
審

(康
尚
)

松

平
佐

渡

守

名
代
松
平
美
作
守

(並
河
)

久
田
嶋

信

濃

守

名
代
久
留
鴫
帯
刀

(息
恒
)

本

多
伊

予

守

名
代
本
多
隠
岐
守

(tf
巧
)

片

桐
主

勝

正

名
代
下
条
長
兵
衛

(利
意
)

前

田
右

近

大

夫

名
代
前
田
宮
内

(直
治
)

一
柳
右

近

将

監

名
代

一
柳
土
佐
守

へ帯
広
)

谷

出

羽

守

名
代

谷
庄
右
荷
門

(秀
T)

織

田
信

濃

守

名
代
佐
久
間
織
部

(Ceg明
)

立

花

主

膳

名
代
市
楠
久
五
郎

(長
滑
)

織

田

内

匠

名
代
放

田
対
馬
守

(政
正
)

土

屋
相

模

守

名
代
土
屋
大
和
守

(息
辰
)

牧

野
駿

河

守

名
代
牧
野
伊
予
守

(患
之
)

石

川
主

殿

頭

名
代
石
川
主
税

(頃
政
)

脇

坂
中

務

大

輔

名
代
脇
坂
汲
路
守

(韮
常
)

板

倉
隠

岐

守

名
代
板
倉
新
十
郎

(息
周
)

松

平
伊

賀

守

′名
代
松
平
日
向
守

(正
春
)

阿

部
伊

予

守

.

名
代
阿
部
兵
侍

領
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
沓
学
的
研
究

(大
野
)

名
代
織
田
源
七
郎

(正
赴
)

新

庄

主

殿

名
代
新
庄
大
学

(政
訊
)

消

口

汚

刀

名
代
加
藤
源
左
衛
門

(正
邦
)

阿

部
対

馬

守

名
代
阿
部
志
摩
守

(信
仰
)

松

平
伊

豆
守

名
代
松
平
因
幡
守

(正
博
)

安

藤
対

馬

守

名
代
安
藤
政
談

(息
春
)

水
野
右
衛

門

大

夫

名
代
水
野
盈
前
守

(忠
地
)

菅

山
和

泉

守

名
代
青
山
下
野
守
･

(正
弥
)

増

山
兵

部

少

額

名
代
那
須
遠
江
守

(忠
相
)

大
久
保

安

芸

守

名
代
大
久
保
帯
刀

三
九



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

堀

由
鞄

が

守

名
代
堀
田
伊
豆
守

(息
利
)

本

多

長

門

守

名
代
未
多
一
学

(乗
次
)

松

平
縫

殿

頭

名
代
松
平
玄
苛
頭

石

川
鞄

が

守

名
代
石
川
主
水

へ息
胤
)

酒

井

勝

之

助

名
代
酒
井
権
之
助

(高
明
)

京

極
主

膳

正

名
代
柳
生
対
馬
守

(重
信
)

森

川

出

羽

守

名
代
森
川
半
弥

.(忠
明
)

植

村

土

佐

守

名
代
植
村
大
学

右
之
両
々
頂

戴
之
､

終
而

(嘗
成
)

牧

野

因

幡

守

板

倉
鞄

肇

守

名
代
神
保
主
膳

へ正
長
)

保

科
弾

正

忠

名
代
保
科
兵
部
少
輔

(息
克
)

酒

井
下

野

守

名
代
酒
井
内
匠
頭

(正
衆
)

内

田
出

羽

守

名
代
岡
部
角
左
衛
門

へ政
恒
)

小

堀

和

泉

守

名
代
小
堀
土
佐
守

へ政
枝
)

井

上
筑

後

守

名
代
井
上
回
書

伊

丹
梅

酢

守

名
代
丸
茂
兵
左
衛
門

四

〇

奉
行
此
所
江
出
座
也

一
領
知
目
録
者
因
幡
守

･
沃
路
守
両
人
宅
江
替
々
諸
大
名
之
家
来

呼
之
'
両
人
列
座
有
之
而
渡
遣
之

十

一
月
廿
六
日

1
午
后
刻
黒
書
院

出
御
'
東
之
間
ヨ
リ
牧
野
因
幡
守

･
本
多
洪

路
守

一
同
出
座

御
目
見
'
是
今
度
諸
大
名
領
知
之

御
判
物

御
朱
印
被
成
下
付
而
'
奉
行
相
勤
倹
故
御
贋
物
被
下
之
旨
被

仰
出
退
座
'
重
而

一
人
充
出
席

御
刀

朋
甜
批

評

御
刀
謂

讐

枚

牧

野

因

幡

守

本

多

淡

路

守

右
之
通
頂
戴
之
､
豊
後
守
取
次
相
渡
之

一
右

御
判
物

御
朱
印
御
用
相
勤
付
而
御
褒
美
被
下
之
'
所
謂

(息
局
)

本

多

淡

路

守

一
白
銀
二
十
枚
時
服
二

一
同
断

1
金
三
枚
降
服
二

1
金
二
枚
時
服
二

一
同
断

林

春

常

人

見

友

元

森

新

兵

衛

中

村

平
右
衛
門

本

日

勝
左
衛
門

右

一
人
充
於
庸

御
朱
印
頂
戴
之
'
此
両
人
ハ
今
度
此
儀
依
為

右
之
通
豊
後
守
申
渡
'
堀
田
対
馬
守

･
秋
元
摂
拝
守
列
座
'



庸
御
右
筆
部
屋
之
縁
頼
也

貞
享
二
丑
年
三
月
朔
日

1
色
后
刻
御
黒
書
院

出
御
'
旧
冬
差
合
又
は
遠
慮
付
而

御
朱

印
頂
戴
延
引
之
面
々
1
人
充
出
席

御
目
見
'
則
於

御
前

御
朱
印
頂
戴
之
'
戸
田
山
城
守
取
次
渡
之
､
御
作
法
旧
冬
之
通

也
'
所
謂
(長
重
)

へ

友
春
)

(隆
常
)

黒

田
甲

斐

守

遠

山
和

泉

守

九

鬼

大

隅

守

.
(長
点
)

長
柄
但
旧
冬
ハ
速
成
(廉
道
)

(重
之
)

伊

東

信

濃

守

牧

野

遠

江

守

久

世

出

雲

守

石

川

鞄

や

郎

名
代
六
控

等

右
之
面
々
順
々
一
人
充
出
席
頂
戴
之

貞
草
R
子
年
六
月

1
寺
社
之
輩
江

御
判
物

御
朱
印
可
被
下
付
而
左
之
書
付
を
以

相
触
之
･
覚

御
当
家

御
代
々
之

御
朱
印
所
持
之
寺
社
之
聾
者
勿
論
'

御

1
代
之

御
朱
印
於
令
所
持
は
､
不
依
寺
社
領
之
多
少
又
旧

境
内
計
之
錐
為

御
潅
印
'
此
度

御
朱
印
可
被
下
月
被

血

税
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
古
学
的
研
究

(大
野
)

出
供
粂
'
面
々
領
分
井
支
配
所
に
在
之
寺
社
之
輩

御
先
代
之

御
朱
印
に
写
を
差
添
'
今
年
七
月
よ
り
八
月
迄
之
内
江
戸
江
致

持
参
､
土
屋
相
模
守

･
本
多
淡
路
守
所
江
相
違
候
様
可
被
触
之

供
､
以
上
六
月
七
日

右
之
寛
容
以
大
奉
告
紙

･
中
率
宙
紙
三
百
通
余
調
之

六
月
九
日

一
戸
田
山
城
守
宅
江
在
府
在
国
之
諸
大
名
之
家
司
呼
寄
之
'
右
之

覚
召
壱
通
売
渡
迫
之
'
但
此
外
之
老
中
支
配
方
は
大
目
付
､
御

旗
本
支
配
方
は
御
目
付
よ
り
詣
率
行
･諮
番
頭
･諸
役
人
江
触
之

(正
往
)

一
堂
上
方

御
判
物

御
朱
印
は
所
司
代
稲
葉

丹

後

守

遂
吟
味
写

を
差
越
候
'
勿
論
使
者
を
も
不
差
下
之

一
御
門
跡
方

･
御
比
丘
尼
所
普
以
使
榊

御
判
物

御
朱
印
写
を

差
添
被
出
之
'
惣
寺
社
之
輩
ハ
参
府
而
牧
野
因
幡
守

･
本
多
淡

路
守
宅
に
於
テ
講
取
之

寄
合
日

三
日

七
日

十

一
日

十
六
日

十
九
日

廿

一
日

廿

六
日

廿
九
日

四
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
11M
号

右
之
通
相
定
因
幡
守

･
決
路
守
宅
江
代
々
寄
合
有
之
'
林
春

常

･
人
見
友
元

･
森
新
兵
腐

･
中
村
平
右
街
門

･
木
目
勝
左
衛

門
毎
度
相
越
ス
､
寺
社
之
輩

御
朱
印
二
写
を
差
添
持
参
之
'

雨
季
行

御
朱
印
拝
見
'
春
常

･
友
元
写
と
令
校
合
請
取
之
､

御
朱
印
は
返
遣
之
'
毎
度
作
法
同
前

一
寺
社
之
輩

御
朱
印
改
之
写
を
請
取
直
之
間
早
速
帰
寺
可
仕
'

御
朱
印
頂
戴
之
節
著
追
而
可
相
達
旨
中
食
､
不
残
赴
在
所
供
也

貞
享
二
年

一
正
月
廿
八
日
小
嶋
彦
四
郎
事

御
朱
印
之
御
用
可
相
勅
旨
被

仰
付
之
朗
那
脱
伽
触
鮎

鮒

平
嘉

門
墓

等
味

役

一
去
年
請
取
置
候
堂
上
方

･
御
門
跡
方

･
惣
寺
社
之
輩

御
判
物

御
朱
印
可
相
調
之
由
被

仰
渡
之

三
月
十
二
日

賀
茂
官
庄
右
衛
門

飯

高

一
郎
兵
衛

芦

星

清
左
衛
門

斉

田

久

大

部

杉

浦

与
右
衛
門

渡
辺
四
郎
右
衛
門

曽

雌

権
右
衛
門

大

岡

兵

九

郎

本

日

権
左
衛
門

田

安
左
衛
門

右
拾
人
寺
社
之

御
判
物

御
朱
印
可
書
調
旨
被

仰
付
之
'

四
二

秋
元
摂
津
守
伝
之

一
堂
上
方

･
御
門
跡
方

･
御
比
丘
局
所

･
惣
寺
社
領
之

御
判
物

御
朱
印
之
写
都
合
四
千
六
百
五
拾
四
通
'
其
外
年
中
行
事

･
配

当
目
録
等
'
森
新
兵
街
請
取
､
御
文
言
遂
吟
味
書
改
之
両
奉
行

江
相
渡
之
､
其
以
後
春
常

･
友
元
文
字
令
会
議
'
右
之
筆
者
拾

入
江
割
渡
之
清
書
謂
之
'
於
新
兵
街
宅
勝
左
街
門

･
彦
四
郎
立

合
令
校
合
両
奉
行
江
差
出
之

1
御
判
物

御
朱
印
御
文
言
之
次
第

先
御
代
寛
文
五
年
如
先
例

無
相
違
格
式
定
之
如
左

官
井
親
王
家
之
御
門
跡

任
先
判
之
旨
全
可
有
御
知
行
'
井
山
林
竹
木
等
如
前
々
永
不
可

有
相
違
之
状
如
件

-
填
享
二
年
六
月
十

1日
御
字
御
判

官

青
蓮
院
展

親
王
家
竹

内
を

公
方
摂
家

門
跡

一
任
先
判
之
旨
全
可
有
知
行
､
井
山
林
竹
木
等
如
前
々
永
不
可
有

相
違
之
状
如
件



貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
字
御
判

元
ハ
公

万宏

那
禦

維
新
和
弘
為

円

満

院

色

魔
司
家

随
心
院
灸

清
花
門
跡

任
先
判
之
旨
全
可
被
知
行
､
井
山
林
竹
木
等
如
前
々
永
不
可
有

相
違
之
状
如
件

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
字
御
判

元
ハ
花
山
院
息

禦

榊
獅
弼
紀
之
毘

沙

門

堂

Ny

両
本
願
専

任
先
判
之
旨
永
不
可
有
相
違
之
状
如
件

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
字
御
判

西
本
麟
寺
色

東
本
願
寺
亀

住
先
制
之
旨
餌
掌
永
不
可
有
相
達
者
也
t
の
如
件

-

藩

山,T
T
三

日

C
)御朱
印
蓋

寸
五
分
有
之

聖
議
院
髪

膚

.
若

王

子

,

餌
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
藩
学
的
研
究

(大
野
)

御

皇

理

証

院

醍
醐

金

剛

王

院

御

壷

勝

宝

院

醍
醐
松
絹
無
量
寿
院

醍
醐

報

恩

院

規
準
ノ
ニ
字
除
之
全
収
納
卜
沓
之

積

善

院
花

台

院

醍
醐
学
侶

龍

光

院

n
l十
三
間
宜

蓮

華

王
院

帝
都

喜

多

院

右
四
箇
寺
ハ
御
文
言
之
内
江
古
人
之

1
身

田

高
田
門
流

木
専

任
先
判
之
旨
進
止
永
不
可
有
相
違
之
状
如
件

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
朱
印

専
修
寺
尭
円
僧
正
御
房

四
三



史
料
館
研
究
紀
要

､第

二
二
号

任
先
判
之
旨
全
収
納
永
不
可
有
相
違
之
状
如
件

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
朱
印

仏

光

寺

者
也
t
の
如
件大僧

正
ハ
可
有
心
持

紫
衣
ハ
可
有
心
持

増
上
寺
ハ
可
有
心
持

右
者
仏
光
寺
同
恰
好

右
之
次

姉
鞘

院
家
ノ
僧
正

禅
ノ
和
尚

新
儀
両
本
寺

若
王
子

勝
仙
院

浄
土
紫
衣
ノ
長
老

永
平
寺

発
端
二大
神
官
領
な
ど
1

春
之

発
端
二

熱
EF
大
明
神
領
な
と
1
昏
之

者
也
t
の
如
件

四
四

非
紫
衣
檀
林
所

受
不
施
ノ
本
寺

.遊
行
上
人

伊
勢
祭
主

出
頂

大
社
両
国
造

熱

田
大
官
司

院
家
ノ
僧
正

.

鎌
倉
ノ
五
山

京
師
十
剰

此
外
西
堂

非
壇
林
所
紫
衣

貞
享
二
年
六
月
十

言

○
御
朱
印

兼
所

御
朱
印
之
下
通
リ
ニ
啓
出
ス

警

報
譜

詔

朗
苧

リ

本

国

寺

高
野
山

両

門

主

浄
土
大
寺

首

座

不
受

布施
本
寺

勝
劣

本寺

日

輪
寺

右
本
国
寺
岡
恰
好



･
御
朱
印
文
言
之
次
第

当
的
領
､-鹿
何
国
何
郡
何
村
何
捨
石
事
'
任
寛
文
五
年
何
月
何

日
先
判
之
旨
'
令
寄
附
之
託
'
全
収
納
永
不
可
有
相
達
者
也
'

併
如
件
董

二
年
六
㌢

㌃

○御
朱
印

-

寺

何
繊
領
何
国
仁

,
任
先
判
之
旨
･
進
止
永
不
可
有
相
違
老

也
'
仇
如
件

貞
享
二
年
六
月
十

一
日

○
何
国
何
郡
何
村
之
内

-
寺
何
捨
石
事
'
任
-

先
制
之
旨
'

永
不
可
有
相
違
有
也

tの
如
件

年

号

月

.nO∵

何
国
何
郡
何
村
何
程
､
何
郡
-

合
何
程
事
'
任
元
和
何
年
何

月
何
日
､嘉

永
何
年
-
1

寛
文
何
年
=

先
判
之
旨
'
何

報

全
収
納
永
不
可
有
相
達
者
也

.

,年

号

月

日

餌
知
判
物

･朱
印
状
の
古
文
宙
学
的
研
究

(大
野
)

○
右
之
外
少
充
文
言
相
違
も
錐
有
之
大
形
如
斯
也

1
伊
勢
祭
主
'
出
雲
両
国
造
､.
執
冨

大
官
司
'
此
三
社
之
外
神

主

･
禰
宜

･
御
師
等
ハ
凡
僧
同
前
之
文
言
也
'
任
文
言
之
内
江

充
所
古
人
に
も
J
発
端
二
何
覗
J
･
有
之
/

女

何
国
何
郡
何
村

何
寺
-
有
乏
し
､
又
文
言
之
末
二
何
寺
全
収
納
な
と
l
t
亭
入

口
こ
充
所
有
之
ハ
少
宜
也
､
但
軽
キ
神
主

･
禰
宜
等
江
ハ
発
端

二
何
批
鏡
下
依
有
之
'
御
文
言
之
内
江
茂
英
名
不
吉
入
'
勿
論

充
所
も
無
之

w
J
′.
.
.

1
右
三
社
江
ハ
官
廻
な
と
ゝ

調
之
'
其
外
ハ
許

な
と
ゝ
書
之

1
大
社
江
ハ
国
家
安
泰
可
抽
懇
祈
な
と
1
台
之

一
大
鉢
之
社
債
は
可
専
僻
事
祭
礼
な
と
､
苔
之

Iし
､

一
神
共
仏
共
難
弁
に
は
何
之
堂
領
と
告
之

】
檀
林
所
江
ハ
仏
法
紹
隆
な
と
～
書
之

-

1
境
内
計
ノ
に
は
収
納
之
字
無
之
進
止
な
と
1
苔
之

一
歴
々
之
寺
院
ニ
テ
山
林
竹
木
有
之
に
ハ
可
為
検
断
使
不
入
之
地

な
と
1
苔
之
.

四
五



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号
ー

1
大
鉢
之
寺
院
江
山
林
竹
木
吾
人
に
ハ
守
護
使
不
入
卜
計
書
之

1
山
林
竹
木
調
之
時
ハ
諸
役
免
除
な
と
ゝ
書
之

一
両
村
迄
ハ
合
幾
村
と
書
､
三
ケ
村
以
上
ハ
都
合
残
材
と
書
之

一
大
社
井
本
寺
大
寺
江
ハ
状
如
件
と
書
之

一
百
石
以
上
ハ
末
寺
末
社
に
て
も
'
者
也
の
如
件
と
書
之

1
百
石
以
下
之
凡
僧
江
ハ
者
也
j･計
書
之

一
社
領
堂
領
江
ハ
文
言
之
内
に
も
月
日
之
奥
に
も
充
所
無
之
､

然
大
社
ハ
有
之

摂
政
関
白
共

摂
家

親
王
家

任
先
判
之
旨
全
御
知
行
弥
不
可
有
相
違
之
状
如
件

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
字
御
称

近

衛

鹿

伏

見

を

1

右
御
文
言
官
門
跡
も
同
前

‥

清
花
大
臣

任
先
判
之
旨
弥
領
掌
不
可
有
相
違
之
状
如
件

自

四

六

･
､

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
字
御
判

花
山

院

亀

､

右
御
書

響

晋

跡
も
同
前

名
家

一
位
ヨ
リ
清
花
.･
亜
相

･
諸
家

二
二
位
迄

任
先
制
之
旨
弥
領
掌
不
可
有
相
違
之
状
如
件

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
朱
印

耗
為
忘
御
字
無
之
御
判
計
広
橋

1
位
Ny

唯
為
莞

御
字
空

御
判
計
菊
芋
大
納
言
を

.

.,

御
朱
印

柳
原
大
納
言
灸

東
坊
城
中
納
言

N
y

五
条
宰
相
旦

倉
橋

三
位
Å

右
上
巻

ハ
本
文
之
充
所

二

一
字
下
り

閑
自
前
右
大
臣
正
二
位

夏

着一
条
戯

‥

左
大
臣
正
二
位
･

前
閑
自
前
左
大
臣
従

一
位

権
大
納
言
従
二
位

権
大
納
言
従
三
位

近
衛
戯

鷹

司
教

九
条
戯

二
条
彪



清
花

･

前
内
大
臣
正
二
位

前
内
大
臣
正
二
位

内
大
臣
正
二
位

従
二
位

従
二
位

正
三
位

従
二
位

菊
亭
大
炊
御
門

花
山
院

転
法
輪
大
納
言

久
我
大
納
言

醍
醐
大
納
言

西
園
寺
千
槌
丸

広
幡
三
位
中
将

徳
大
寺
亀
千
代
丸

菊
亭
大
納
言

殿
上
人

任
先
判
之
旨
弥
領
掌
不
可
有
相
達
者
也
､
仰
如
件

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
御
朱
印

今
城
中
将
と
の
へ

冷
泉
少
将
と
の
へ

少
納
言
と
の
へ

高
倉
侍
従
と
の
へ

領
判
知
物

･
朱
印
状
の
古
文
審
学
的
研
究

(大
野
)

山
科
内
蔵
頭
と
の
へ
謂
順
出
鉛

瑠

任
先
判
之
旨
全
収
納
弥
不
可
有
相
達
者
也

貞
享
二
年
六
月
十

一
日
日
ヨ
-
〓
寸
下
ル
祭

主

地
下
之
聾
ハ
折
紙
也

任
先
判
之
旨
全
可
知
行
者
也

貞
孝
二
丑六月十
一
日

○

御
細
身
也土
山
駿
河
守
と
の
へ
.

1
摂
家
ハ
称
号
計
'
殿
文
字
如
斯
'
但
充
所
月
ノ
琉
ヨ
リ
畜
出
'

二
条
殿
錐
為
権
大
納
言
称
号
計
容
之
'
寛
文
五
年
之
比
も
近
衛

殿
権
大
納
言
之
時
称
号
計
調
侯
也

一
括
花
大
臣
ハ
称
号
計

御
字
御
判
有
之
'
大
納
言
以
下
ハ
随
其

官
位
殿
文
字
心
得
可
有
之
'
充
所
月
之
中
程
ヨ
リ
書
出
ス
､
殿

文
字
如
斯
､
諸
家
二
一
位
有
之
時
は
可
准
之
也
､
充
所
高
サ
殿

文
字
同
列
也
､
但

一
位
ハ
御
判
計

1
清
花
大
納
言
之
以
下
ハ
殿
文
字
心
得
有
之

四
七



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

六
月
十

一
日
御
判
計

久
我
大
納
言
灸

西
園
寺
中
納
言
亥

広
幡
三
位
中
将
々

徳
大
寺
亀
千
代
女

広
幡
珊
花
徳
大
寺

ハ
依
為
清
花
殿
文
字
如
詞
之

寛
文
五
年

二
茶
事
依
為
権
大
納
言
右
之
列
二
調
之
旨
也

一
此
度
菊
宇
内
府
息
大
納
言
江

御
朱
印

二
両
被
下
之
､
是
書
家

領
之
外
依
為
部
屋
料
也

従
二
位

呪
近

舟
橋
二
位

右
充
所
高
サ
三
位
同
列
'
Ny
文
字
如
斯

正
五
位
下

出
ス

充
所
日
ヨ
リ
壱
寸
下
り

充
所
日
ヨ
-
壱
寸
下
り

(土
御

門
兵
部
大
帝

橋
本
瀧

丸

右
之
外

正
四
位
下

三

室

戸
中
務
大
輔

正

四位
下

藤

波

兵
部
大
帝

従

四位
上

勘

解

由
小
路
左
中
開

右
三
人
錐
為
殿
上
人
､
依
為
浅
官
充
所
日
ヨ
リ
五
分
下
り
書

比
丘
局
所

姫
官

全
御
知
行
永
相
違
あ
る
へ
か
ら
き
る
の
状
如
件

摂
家

･
親
王
家
井
水
戸
煩
房
卿
御
姫

∵

先
判
の
旨
に
ま
か
せ
永
相
違
あ
る
へ
か
ら
さ
る
の
状
如
件

清
花
井
諸
家
納
言
以
上
之
息
女

先
判
の
旨
に
ま
か
せ
永
相
違
あ
る
へ
か
ら
さ
る
者
也
､
竹

如
件

殿
上
人
以
下
之
娘

先
判
の
旨
に
ま
か
せ
永
相
違
有

へ
か
ら
さ
る
者
也

貞
享
二
年
六
か
十

1
日

○

姫
宮

光
照
院
の
お
か
た
へ

溝
司
宏

大
慈
院
と
の
へ

伏
見
安

曇
花
院
と
の
へ



広
揃
内
府
息
女

恵

聖
院

某
泰
院
息
女

瑞

花
院

正
親
町
三
条

題
相
息
女

継
孝
院
殿
上
人
娘

御
朱
印
m
リ
匂
寸
下
り

宝
鏡
寺
殿
末
寺

(後
水

届
丁

円
浄
法
畠
姫
官

地
下
ノ
娘

大
聖
寺
の
御
か
た
へ

新
院
之

官員
花
院
の
御
か
た

へ

久
我
右

府
息
女

＼

禅
智
院

新
院
之

富入
江

の
御
か
た
へ

日
野
東

和
姐宝
慈
院

正
親
町

三
条
娘
継
孝
院

持
田
上

野
介
娘
養
林
庵

大
聖
寺
殿
末
寺

大
聖
寺
殿

=
ソ
兼
好

摂
取
院

花
山
院
政

(
慈
雲
院

捻
持
院

大
慈
院
末
寺

儲
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
古
学
的
研
究

(大
野
)

中
院
姐

-=
心聖
院

文
蕃
臨
地

瑞
華
院

一
御
判
物

御
朱
印
於
因
幡
守

･
淡
路
守
宅
茂
遂
吟
味
'

御
城

江
差
上
於

殿
中
老
中
段
々
1
覧
有
之
眉
相
済
､-
以
後

貞
孝
三
司
年
間
三
月
廿
六
日

一
堂
上
方

･
御
門
跡
方

･
御
比
丘
局
所
井
五
畿
内
寺
社
之

御
判

物

御
朱
印
雪

安
藤
九
郎
左
街
門

･
匂
坂
治
三
郎
此
両
人
道

中
令
宰
領
土
屋
相
模
守
所
江
持
参
之
､
相
模
守
宅
江
各
招
之
相

法
之

訳

語

誹

帥
醐
酷

畑
柑
鮎

紺

F:発

語

欝

久
世
出
等

1
諸
大
名
之

飼
内
二

在
之

寺

社

之
飼
主
江

相
渡
之
'
領
主
取
次
之

寺
社
之
輩
江
迫
之
令
頂
戴
之

一
御
代
官
所
在
之
寺
社
ハ
御
代
官
話
牧
右
同
断

1
御
旗
本
之
面
々
領
内

二
有
之
寺
社
ハ
'
御
番
頭
物
説
話
取
組
中

江
相
渡
英
在
所
く

江
為
持
迫
之
右
同
断

右
者
山
城
守
宅
江
諸
大
名
は
家
司
を
呼
寄
渡
迫
之
､
御
代
官
方

は
御
勘
定
奉
行
罷
越
討
取
'
於
御
勘
定
挙
行
宅
諸
代
官
江
相

渡
'
組
付
之
面
々
ハ
御
番
頭
物
頚
請
取
'
於
面
々
宅
組
中
井
支

配
之
者
江
渡
之
'
寺
社
之
輩
ハ
面
々
在
所
江
迫
之
頂
戴
之

四
九



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

･

一
右
之
為
御
礼
堂
上
方

･細
門
跡
方

･
御
比
丘
局
所
其
外
惣
寺
社

之
輩
江
戸
江
不
及
参
上
､

御
朱
印
相
波
方

二
等
御
礼
中
上
事

済
供
也

一
諸
大
名
江
被
下
置

御
判
物

御
朱
印
調
之
筆
者
如
左

移

浦

半
左
衛
門
調
分

松
平
大
隅
守

水
野
美
作
守

内
藤
重
点
亮

久
世
出
雲
守

堀

左
京
亮

分
部
隼
人
正

小
堀
和
泉
守
(高
)

飯

方

七
左
街
門
調
分

松
平
陸
奥
守

南
部
大
勝
大
夫

松
平
伊
賀
守

諏
訪
因
幡
守

六
郷
佐
渡
守

堀
田
豊
前
守

渡

辺

伝

四

郎
詞
分

松
平
越
前
守

戸
田

東
女正
加
藤
遠
江
守

青
山
大
腰
亮

堀

周
防
守

本
多

淡路守
柳
生
対
馬
守

掲

川

彦
左
衛
門
調
分

細
川
越
中
守

阿
部
豊
後
守

仙
石
越
前
守

土
屋
相
模
守

松
平
対
馬
守

稲
塩
信
濃
守

坂
本

内
記

杉

浦

源
右
衛
門
調
分

松
平
右
衛
門
佐

織
周
山
城
守

松
平
相
模
守

南
部
遠
江
守

松
平
長
門
守

本
多
長
門
守

松
平
丹
後
守

毛
利
駿
河
守

藤
堂
和
泉
守

九
鬼
大
隅
守

井
伊
掃
部
頭

丹
羽
長
門
守

松
平
.a
l且
守

岩
城
伊
予
守

松
平
大
和
守

-

堀

飛
騨
守

伊
東
出
雲
守

立
花

主
膳

松
平
飛
騨
守

井
上
筑
後
守

松
平
和
泉
守

秋
元
摂
浮
守

松
平
若
狭
守

伊
丹
大
隅
守

五
〇

太
田
備
中
守

.土
井

.
内
記

山
口
修
理
亮

大

橋

左

兵

衛
詞
分

間
部
内
膳
正
.
永
井
日
向
守

一
柳
土
佐
守

建

部

与

兵

衛
調
分

有
馬
左
街
門
佐

牧
野
因
幡
守

鈴
木
甚
五
左
衛
門
調
分

松
平
周
防
守

朽
木
伊
予
守

佐
久
間
安
房
守

賀
茂
宮
庄
右
衛
門
調
分

(備
)

牧
野
筑
後
守

永
井
伊
賀
守

本
多
肥
後
守

杉

浦

与
右
衛
門
詞
分

稲
葉
右
京
亮

板
倉

式
部

溝
口

帯
刀

渡
辺
四
郎
右
衛
門
詞
分



松
平
淡
路
守

奥
平
美
作
守

大
関
信
濃
守

西
郷
若
狭
守

佐
竹
右
京
大
夫

松
浦
肥
前
守

足
代
越
中
守

高
木

大
学

松
平
出
羽
守

松
平
日
向
守

松
平
豊
前
守

浅
野
内
匠
頭

織
田

内
匠

､

.

松

野

文
右
衛
門
調
分

溝

口
信
濃
守

市
橋
下
総
守

松
平
佐
渡
守

斉

田

久

太

郎
詞
分

黒
田
甲
斐
守

松
平
左
京
大
夫

内
藤
右
近
大
夫

上
杉
弾
正
大
弼

五
嶋
佐
渡
守

堀
田
下
総
守

松
平

市
正

稲
美
丹
後
守

酒
井
右
京
亮

森

対
馬
守

有
馬
伊
予
守

曽

雌

権
右
衛
門
調
分

保
科
肥
後
守

松
平
縫
殿
琉

酒
井
河
内
守

片
桐
主
勝
正

本
多
下
野
守

三
宅
土
佐
守

水
谷
左
京
亮

太
田
原
備
前
守

小
出
備
前
守

本
多
出
雲
守

幹
軽
越
中
守

北
条
伊
勢
守

増
山
兵
部
少
輔

松
平
備
前
守

本
多
伊
予
守

小

嶋

彦

四

郎
調
分

三
浦
壱
岐
守

内
田
出
羽
守

遠
山
主
殿
琉

大
河
内

十
大
夫
調
分

速
藤
右
街
門
佐

那
須
遠
江
守

牧
野
駿
河
守

土
井
式
部
少
額

松
平
遠
江
守

小
笠
原
備
中
守

永
井

万
丞

飯

高

一
郎
兵
衛
調
分

中
川
佐
渡
守

遠
山
和
泉
守

松
平
出
雲
守

久
留
鴨
信
濃
守

水
野
隼
人
正

浅
野
式
部
少
輔

建
部
内
匠
頭

声

尾

括
左
衛
門
謁
分

伊
達
宮
内
少
輔

米
韓
伊
勢
守

新
庄

主
殿

有
馬
中
務
大
輔

松
平
上
野
介

酒
井
敬
負
佐

酒
井
下
野
守

森

伯
曹
守

松
平
因
幡
守

石
川
主
殿
頭

土
方

市
正

安
藤
対
席
守

伊
東
倍
浪
守

本
多
隠
岐
守

大
村
因
幡
守

斉

田

喜

兵

衛
調
分

領
知
判
物

･
朱
印
状
の
古
文
蕃
学
的
研
究

(大
野
)

鈴

木

彦

八

郎
詞
分

本
多
飛
騨
守

石
川
書
十
郎

植
村
土
佐
守

賀
茂
官
菩
右
衛
門
詞
分

小
笠
原
壱
岐
守

小
出
伊
勢
守

松
平
美
作
守

大

岡

兵

九

郎
調
分

亀
井
松
之
助

石
川
若
狭
守

掘

長
門
守

本

日

権
左
衛
門
調
分

五

一



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

松
平
土
佐
守

板
倉

析
母

松
平
大
蔵
大
夫

小
笠
原
土
佐
守

丹
羽
若
狭
守

安
部
摂
搾
守

酒
井
小
五
郎

松
平
修
理
亮

松
平
隠
岐
守

保
科
弾
正
忠

松
平
下
総
守

水
野
右
衛
門
大
夫

松
平
駿
河
守

木
下
右
衛
門
大
夫

青
木
甲
斐
守

跡

部

善
右
街
門
詞
分
.
､

板
倉
隠
岐
守

秋
田
信
濃
守

鳥
居
左
京
亮

板
倉
伊
予
守

牧
野
遠
江
守

柴

田

助
右
衛
門
調
分

戸
沢
能
登
守

金
森
出
雲
守

西
尾
隠
岐
守

細
川
豊
前
守

谷

出
羽
守

田

安
左
荷
門
詞
分

阿
部
対
馬
守

青
山
和
泉
守

京
極
甲
斐
守

池
田
信
濃
守

本
多
弾
正
少
弼

･

矢

部

加

兵

衛
調
分

脇
坂
中
務
少
輔

九
鬼
和
泉
守

土
岐
伊
予
守

前
田
右
近
大
夫

小
出
大
隅
守

大

塚

太
左
衛
門
調
分

小
笠
原
遠
江
守

阿
部
伊
予
守

榊
原
虎
之
助

へ半
)

渡
辺
口
次
郎

松
平
加
賀
守

相
馬
弾
正
少
弼

松
平
伊
予
守

井
伊
伯
看
守

松
平
安
芸
守

内
藤
紀
伊
守

五
二

松
平
主
殿
頭

織
田

内
記

木
下
肥
後
守

堀
田
伊
豆
守

松
平
大
炊
頭

､団

.

権

十

郎
調
分

松
平
丹
波
守

鴨
浮
式
部
少
輔

相
良
遠
江
守

織
田
信
濃
守

堀
田

兵
部

森

新

兵
L衛
調
分

;

松
平
越
中
守

立
花
飛
騨
守

土
井
周
防
守

松
平
摂
搾
守

宗

対
馬
守

京
極
主
僧
正

中

村

平
右
街
門
調
分

真
田
伊
豆
守

大
久
保
加
賀
守

伊
達
遠
江
守

酒
井
石
見
守

喜
多
見
若
狭
守

大
久
保
安
芸
守

本

日

勝
左
衛
門
調
分

松
平
讃
岐
守

小
笠
原
修
理
大
夫

京
極
備
中
守

戸
田
山
城
守

加
藤
孫
太
郎

堀
田
対
馬
守

本
多
中
務
大
輔

酒
井
勝
之
助

井
上
相
模
守

秋
月
佐
渡
守

植
村
右
衛
門
佐

一
柳
右
近
将
監

森
川
出
羽
守

･関

根

孫
左
衛
門
調
分

一
堂
上
方
御
門
跡
方
其
外

御
判
物

御
朱
印
之
筆
者
如
左

(高
)

坂

口

一
郎
兵
衛
詞
分

一
条
殿

近
衛
殿

鷹
司
殿

九
条
殿

二
条
殿

伏
見
殿

有
栖
川
殿

転
法
輪
大
納
言

久
我
大
納
言

醍
醐
大
納
言



広
幡
三
位
中
将

比
叡
山

滋
賀
院
是
迄
御
判
物
也

清
閑
寺
大
納
言

松
木
前
大
納
言

園
前
大
納
言

小
川
坊
城

前
大
納
言

平
松
前
中
納
言

水
無
瀬
前
中
納
言

難
波
前
中

納
言

広
瀬
前
中
納
言

堀
川
前
宰
相

裏
松
宰
相

中
山
宰
相

竹
屋
宰
相

愛
宕
前
宰
相

七
粂
前
宰
相

梅
渓
三
位

押
小

路
三
位

三
室
戸
中
務
大
輔

山
科
中
将

四
条
中
将

冷
泉

中
将

-石
井
少
納
言

植
松
中
将

葉
川
少
将

土
御
門
兵
部

少
輔

鷲
尾
侍
従

五
条
秀
才

賀
茂
官
庄
右
衛
門
調
分

花
山
院
内
府

大
炊
御
門
前
内
府

菊
事
前
内
府

徳
大
寺
包

千
代
九

m

相

打

跡

勧
等

御
門
働

大
等

御
門
跡

妙
法
院
御
門
跡

一
乗
院
御
門
跡

聖
謹
院
御
門
跡

円
満
院

御
門
跡

梶
井
御
門
跡

三
宝
院
門
跡

大
乗
院
門
跡

知
恩
院

日
光
山

東
叡
山

久
能
山

喜
多
院

鳳
来
寺

増
上
寺

是
迄
御
判
物
也

鳥
丸
大
納
言

柳
原
大
納
言

菊
芋
大
納
言

三
条
西
前
大
納
言

(正
)

日
野
前
大
納
言

勧
修
寺
前
大
納
言

上
親

町
前
大
納
言

東
坊
城
前
大
納
言

中
院
前
大
納
言

中
御
門
前
大
納
言

餌
知
判
物
･
朱
印
状
の
古
文
否
学
的
研
究

(大
野
)

千
種
前
大
納
言

高
辻
前
大
納
言

甘
露
寺
前
大
納
言

六
条

(梅
小

)

前
中
納
言

□

路

中
納
言

姉
小
路
中
納
言

東
国
中
納
言

清
水
谷
中
納
言

庭
田
中
納
言

級
小
路
前
中
納
言

阿
野
前

中
納
言

梅
園
宰
相

船
橋
二
位

西
洞
院
宰
相

抽
小
路
宰
相

薮
宰
相

樋
口
前
宰
相

持
明
院
前
宰
相

中
国
前
宰
相

(河
輔
)

川

端

前

宰
相

山
本
前
宰
相

白
川
二
位

冒
小
路
三
位

久
世
三
位

日
野
西
三
位

伏
原
大
蔵
卿

描
笥
三
位

竹
内

三
位

藤
谷
三
位

滋
野
井
中
将

青
田
左
兵
衛
督

藤
波
兵

部
大
輔

飛
鳥
井
中
将

大
官
中
将

下
冷
泉
中
将

勘
解
由

(正
脱
l

小
路
左
中
弁

親

町

三
条
中
将

花
園
中
将

西
大
路
少
将

広
橋
少
納
言

四
辻
少
将

袈
辻
少
将

岩
倉
少
将

武
者
小

(岩
)

路
侍
従

野
官
侍
従

倉
橋
安
蔵
人

橋
本
瀧
九

五
辻

□

九

本

目

勝
左
街
門
調
分

八
粂
其
官

音
速
院
御
門
跡

異
相
院
御
門
跡

竹
内
御
門
跡

西

文

毘
沙
門
堂
御
門
跡

本

願
寺

本
願
寺

南
禅
寺

多
田
院

大
樹
寺
走
迄
何
茂
御
判
物
也

1
右
之
外
御
比
丘
局
所
井
堂
上
方

･
御
門
跡
方
江
附
た
る
支
配
所

等
之

御
朱
印
'
右
之
筆
者
三
人
に
て
不
残
調
之

五

三



史
料
館
研
究
紀
要

第

二
二
号

一
壱
万
石
以
上

一
堂
上
方

一
御
門
跡
方
御
比
丘
局
所

一
天
台
宗

一
浄
土
宗

一
其
言
古
義

一
真
言
新
義

一
臨
済
宗

五
山
派

一
臨
済
宗

1
曹
洞
宗

詔

鞘
(響

一
曹
洞
宗

総
革
等
地
下

一
曹
洞
宗

可
陸
斎
地
下

へ法
)

口

相

宗

八

1

詣

綿
学
縞

律
宗

三
拾
九
通

一
一
向

宗

弐首弐
拾
九通
七
冊
榊
鯛
認

諾

畑
通

但領
知
国郡村
所
付
別
紙

目
録

差添
之

首

七
通
壱
冊

脚
別
語

桝
蛸
通

五
拾
壱
通
壱
冊

脚
酬
讐

軌㌘

三
重

ハ
拾
六
通
壱
冊

謂

讐

問
六
望

通

三
百
弐
拾
通
壱
冊

御
鮒
讐

㌘

蓋

弐
百
六
拾
弐
通
壱
冊

不
残
御
朱
印

入
官
五
拾
七
通
弐
冊

右
同
断

弐
盲
九
通
壱
冊

抑
制
的
詔

<
通

首
九
拾
通
壱
冊

不
残
御
朱
印

弐
育
三
拾
五
通
壱
冊

右
同
断

四
有
給
□
通
壱
冊

右
同
断

三
百
六
一=

壱
冊
右
同
断

一
時
宗

一
日
蓮
宗

一
八
幡

一
山

(請
)

一
口
社
本
山
修
験

九
拾
通

当
山
修
験

宍
拾
遺

1
口
(渠
)人

壱
通

百
生

三
通

町
人

三
通

五
四

百
三

通
壱
冊

百
六

拾
六
通
壱
冊冊

□

弐
冊

(七
)

首
拾
□
通
壱
冊

不
残
御
朱
印

右
同
断

者
同
斯

右
同
断

右
同
断

惣
寺
社
都
合
四
千
六
首
四
拾
九
通
内

約
榊
的
謁
竃

四
通

此
外
御
条
目
井
配
当
目
録
等
在
之

一
乗
叡
山
年
中
行
事
帳

壱
冊

一
作
法
書
之
覚
帳

右
=

一

1酎

野
口

留
帳

壱
冊

□
冊

是
費
高
野
山
数
年
口
訴
訟
事

口
付
而
貞
享
三
卯
年

十
月
右
之
=

l済
慎
一=

責
記
之
追
両
人
置
帳
也

五
拾
壱
通
壱
冊

七
拾
壱
通
壱
冊

御
判
物
唱
道

御
朱
印
五
拾
通

御
判
物
貫
通

御
朱
印
七
拾
遺
(マ
マ)




